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第3回国際学生セミナー

一一一ー その成果を顧みて 一一一一

専 務理事 飯 田 宗一郎

大学セ ミナ－ . ，，， ウ ス は 開館7年 の 歩み を 経て 、 新 たに 「国 際学 生セ ミナー 」
の分 野を 開拓し、昭和4 7年 3 月 にそ の 第一回 を 開催 して第一歩を 踏み出 したわ
け で あ る。

わ が 国が年毎 に 経済 成長 し、 アジ アの 中 で の 存在が 大き くな るに つれ 、 よ うや
く日 本 人の国際 性が問題 視され るに 至ったこ と 、急激に 変貌す る世界に つ いて の
基本的知 識を 習得す る必 要が 生じ たこ と 、 さら に 日 本に 留学 して いる外国 人学 生
の受入れ の 未熟さか ら 生ずる反 日 感情 を 改善す る方 途の 一助 たるこ と が国際学 生
セ ミナー を 企て るに 至った要因 で あ る． －

小さい規模で あ るが 、国際 経験 の 豊か な 指導教授 と 問題意識 を 持 った日 本 入学
生と 外 国 入学 生が 2 0数枝の 大学 か ら 集 り 、 僅か 3 日 間で も 起居を 共 に しな が ら

知 的 な 生活 を 体験 す ると いう よ うな こ と は 、 現在の 日 本の 大学 教育 の 中 で は 宋だ
試み ら れ な か ったこ と で あ る。 こ の セ ミ ナー に 参加 され た指導教授 と 学 生遣の感
想 に 励まされ て、 我 は々一層国際 交 流 の 場を 日 本 の 大学 教育の 中 に 広めるこ と に
努めたい．

発展途上国に 対 す る経済 媛助 に つ いて も 単 な る生活 水準の 向 上 と いう こ と ばか
り で な く夫 の々 民族が 幸 わ せ に 生き るための思想 を 生み出 す こ と が アジ アの 平和
と 開発 に と って最も 必 要な こ と で あ ろ う 。 いって みれ ば科学技術の も たら す 近代
的 な 暖房設備の暖さで な く、 燃え る薪の焔の よ うな心 の 暖さの 方 が 民族相 互 の 友
好を深 めるの で は あ るま いか．

四季の 移り 変 わ り の 美しい 日 本 では 夏は 暑く、 冬は 寒い ま ま に 暮した方 が 自然
な の で あ るまい か 。熱帯に 住む東南 アジ アの 人 は々 日 中 の 熱さを さけ て昼寝を し、
夕方 涼しくな って か ら 仕事 を す る方 が合理的 で あ るの か も しれ な い． 冷房して 熱
帯の 人 が々 日 中 働くこ と が必干し屯勤勉 で あ ると い う こ と に は な るま い。 国際理
解の ために は 多 くの分 野の学 聞を 必要と するに違い な い ．

日 本万国 博覧会記 念基金の 援助 に よ って、 上記 の よ う な 目 的 をも った、 こ の国
第学 生セ ミ ナーを 開催す るこ と が で き るこ と を 感謝したい 。 我 が々次 の 世代 を 背
負う 人 を々 養成す ると い う こ と は、 こ の よう な 試み の 中 に 彼等を 迎 え 入れ るこ と
で は あ るま い か。
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主題の主旨

『アジアの平和と開発 一日本を考える一J

中国がほぼ全面的に(!ll際社会に復帰し、 長かったベトナム戦争も和平への希望
をもたれ る よ う になって、 アジアは確実な平利と安定した発展への払；の時代に入
ろ う としてい る ． そのアジアの一員であ る 日 本は、 政治的経済的文化的民献を強
く期待されているが、 はたしてその役割をになう資質と意欲を もってい る であ
う か。 n本はその近代化の過程において、 欧米の政治経済体制に範を と り 、 文化

的には西欧文化の納入と指定取につとめた。 国際的には「追いつき追い魅せ」を合
官業として、 欧米先進｜司が偶成す る 同際 社会に適応す る こと を 第 一次l l僚とした。
しかし、 西欧の文化は日 本の歴史の中ではぐくまれた独特の社会構造にあって朱
消化に終 り 、 変質1た特異の文化は、 日 本の真の国際化 を 妨げる 結集－となった．
また地理的にはアジアに位置しながら、 服を西欧にfi1Jけて形成された日本の政治
的文化的特性1立、 アジアの平和と発展に寄与す る ことも不：可能にしてきた ． 新し
い状況におかれたアジアには、 政治的経済的協力と積優的文化交流が必要であ り 、
そのために日本の来すべき役割があ るとすれば、 それは 日 本が日本自身を 見つめ
なおすことからはじめられなければならないであろう．

国際学生 セ ミ ナーはn本と外1,£1の学生 諸君の強い学Ill!的関心と真貧IJな討議から、
この主題について大きな収穫を得てきた． 今回も熱心な参加l行による 3 n llllの 共
同生活とq.:t倒的人絡的機触の中から、 アジアの平和と｜別発のtl\J姐に深い相互m!解
が生まれ る こ とが期待さ れ る ．
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共通セッシ ョ ン

現代 日本の政治と世論

明 治大学助教授 渡 辺 昭 夫

山からです． すなわち、 まず第一に今日、 私
たちは、 一方では綿市化、 他方では過疎とい
うかたちで現われてい るように、 歴史上他に
例 を 見ないほどの急速な社会的変動 を経験 し
つつあ り ます． ごく簡単なインデ ッ クス をと
ってこれ合兄ますと、 たとえば孜国の労働人
I 1に占める第一次産業人 口の比 率がl 9 5 0 

{JOの4 8 %からI 9 6 0年の3 3 %へ、 さら
に 1 9 7 0年の 1 9 %へという具合に大変化
が起っていることがわか り ます． ち なみに

7ジアの平和と開発にrn1i!l!して日本のもつ I 9 5 Qifの4 8 %という数字は現在の緯国
Jr.mi題 をいろいろな角度から考えてみようと の数字にほぼ匹敵し、 結近のl 9 %はフラン
いうこのセ ミナーの一環として、 現代日本の スとかイタ リ ーとかの数字と非常に近い， お
政治をその世論とのかかわ り とb、う観点から そらくこの傾向は今後も続くだろうと－（＇’忽さ
見tうというのが、 Aセヲシ ヨンの目的です． れます． こういう隆史上例もないほどのペ－
I l本の由Viさが今後のfltJN.ゃとくにアジアの国 スで社会変動が日本に起っているということ
際関係にとって強要なな味合もつようになっ が、 一体臼本の政治的構造にどういう彬響を
できてい ることはいまさら宮うまでもあ り ま 与 え る のかということは、 それ自体をとって
せん その場合、 広篠・にl立円本の対外行動ゃ !lても非常に興味のある 問題であ り ます．
外安政策が問題となるわけであり ましょう地入 第二は、 今述べたような社会的変動が日本
それらの問題はこのセ ミ ナーで別個に取 り 扱 の政治情造に与えた影響がむ銭あらわれるの
う場が用なされている ようですので、 このセ はどういう表現形式 をとる かといいますと、
タ シ ヨンでは日本の同際行動の背殺 をなすと やは り 一般の日本人の政治行動ゃ政治芯：織に
ころのfl本の政治の!fQJ iき を思！解す ることを主 あらわれる 変化というかたちで具．体的にあら
叫なれらいとしてい ると考えます。 そのこと われてく ると考 え る ことができます． それは
It、 同際社会において日本のもつ意味や役割j 政治をささ え るのはいわゆる国民であるとい
を、 いわば内側から深いところでとら え る こ う意味においてそうであるというば か り では
とになるかと思います． なく、 今日生じつつある変化というのは、 い

さて、 現代の日本の政治は、 それ自体 をと わゆる産業化社会からpost-industrial田C
って凡てもはなはだ興味に自・む主題であ り ま -ietyというものへの変化だと宮えましよう．
4・. '-lflし宅すのは、 つぎのよ うな三つの理 そ してこの後者の特徴l立、 別のち・1誌で宮えば、
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いわゆ る情報化社会ということであ ると思い
ます． それは人々の窓議に働きかけ る種類の
社会的行動のもつ重裂性が飛践的にm し て く
ること を意味 し ます．

第三は、 以上に述べたことの結保・と し て 、
政治というもの をとらえる易合にも政治の表
面で動く比較的かぎられた数の人々、 つま り
政治のプ ロ といわれる人々の行動 を見るだけ
では十分でなく、 その背後にある 非常に多数
の一般の留民の意緩や行動に注目して、 それ
らの人間のものの考え方 を知 り 、 また彼らの
政治it織に彬響 を与えるメカニズムを追究す
ることが非常に重要になってきています。 つ
ま り 、i政治というものが他の社会行動と非常
に迷いますのは、 政治のプ ロ としての政治家
の行動が中心とな り ますけれども、 そればか
り では政治は成 り 立たないのであって、 いわ
ば繁人と し ての一般の市民がその中に人って
く るというところが政治の特燃でかつ面白い
点であ り ます。 そういう意味で政治の玄人と
紫人とのIll］で織 り なすーっの相瓦似i係が政治
の特徴だと思いますが、 その特徴がささほど
から巾し上げていたよ うなことの給処として

ますますm援な問題と し て前面に出てくると
思います． このことは政治現段をとらえる易
合に従来のよ うな方法だけではなく、 大量的
な、 つま り 公的な現段というもの をとらえる
ための新しいアプローチヵ：必要になっ てくる
ことを意味していると思います． ですから、
今まで申し上げてきたことは政治学の方法上
のチャレンジをなしていると雷えましょう．

このような理由から、 セ ク シ ヨン前習では
白鳥令氏の近著「世鎗、 選正義、 政治j企用い
て 、 世給というものをとらえる うえでの方法
的な｜目］"'11もさることながら、 そういう方法に
したがっていかな る種類の問題が現在 の 日 本

の政治社会の中で生じつつあ り 、 それが 日 本
の将来にどういう意味をもつのかということ
をー絡に考えてみたいと，患います． 以上のこ
と はアジア諸国の人々の国際的あ るいは園内
的生活にi立僚のかかわ り はなb、かも知れませ
んが、 はじめに述べま し た よ うに 日 本の対外
的な行動というもの をその深みにおいて理解
するために、 是非必援であ り イI効でもあ ると
考えます．

アジアの新しい国際関係と日本外交

東京外国崎大学助教授 中 嶋 嶺 維

なかにあ る． そこで、 このようなアジアのti/
勢との似l速で 日 本外交のあるべき獲を考え、
日 本が今後どのよ うなかたちでアジアにかか
わって ゆくべきかについて倹討してみたい。

今日、 国際政治の多極化裂象が目立ってき
ているが、 このような国際情勢のなかで 日 本
外交を考えてみても、 国際政治の多優化に伴
なった、 多元的なオプシ ヨ ン を 考えるべき時
期にきている． とくに昨年秋の 日 中凶交回復
以来、 日 本外交は、 残っていた戦後外交上の

今日のアジアi立、 きわめて流動的なm況の 懸案をそれな り に解決 し 、 多後世界の現実に
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見合った外交を展開しつつあると見てとるこ
ともできょうが、はたしてそれで日本外交は
十分であるかどうかを考えてみると、まだま

だそこには大きな問題がいくつか残されてい
る。 たとえば、今回の 田中首相の日米首脳会
談、 ヨーロッパ諸 国との首脳会談、ソ連首脳
との会談にみられるように、最近では日本も
首脳 外交にのり出して行くかにみえる。 しか
し、私は米中対決の当事者であったニクソン
大統領の北京訪問という、あのドラマチック
な米中首脳会談を最後に国際政治における頂
上外交のもつ大きな意味、つまり「イメージ

の政治Jの効用はなくなりつつあるのではな
いかと思う。 にもかかわらず、日本がもしも
これからそのような頂上外交をまねするので
あれば、それは非常に滑稽なことになるであ
ろう。

そこで頂上外交の派手なジェスチユアとは
ちがったもっと別の次元で今後の外交につい
て考えてみると、今日のような国際化時代に
おいては、外交官だけが外交を行なっている
のではなく、政治家や財界人のみならずビジ
ネスマンも商社員もあるいは経済技術協力の
スタッフや学者たち、芸術家などによっても

外交は行なわれていると考えねばならなくな
りつつある。 このような環境のなかで国際間
のコミュニケーシヨンを円滑にすすめるのが
これからの時代の大きな外交課題なのであ弘
文化交流や知的交流を含めた広い意味での「
情報外交Jが重視されねばならないゆえんで
ある。そして、今後の日本は多極化世界に対
応しつつ日本が国際社会に対して貢献しうる
限界と目標を明確にしてゆく必要があろう。

このような外交を受けとめるアジア諸国につ
いて考えてみると、一口にアジアといっても
それぞれの地域、国家、 民族によって非常に
複雑な遣いがあれ様々な問題を含んでいる。

そもそも、アジアには、従来の国際政治学の
スマートな概念ではとらえきれないような諸
要因がうごめいており、ある意味ではプリミ
ティプな、そしてまたローカルな現実のなか

でアジアは流動をつづけている。 こうしたな
かで当面の課題としてアジア諸国の国民形成
と経済開発という重要な問題が一般的に存在
するが、とくに国際関係の面からみると、中
国とソ連の対立が、たんに国際共産主義内部
だけの問題にとどまらず、中ソ双方の国家外

交 （State to State Dipl佃tacy）の問題とし
て、アジア諸国にかかわってきており、この
ことがアジアの流釧ヒを促進しつつある． た
とえばインド亜大陸の問題、とくにパングラ
デイシaの成立経過を考えても中・ソ対立は

非常に大きな影を落しており、さらに台湾の
将来という問題を含めてこの中ソ関係が今後
のアジアに大きな影響をおよぼすものと思わ
れる。 もう一つのアジアにおける個有な問題
であるが、中国の影が今日のアジアをおおい
つつあることである。中国の影といっても、
第一に国際政治のうえで中国自身のプレステ
ィージが増大してくることがもたらす陰影、
第二にアジア社会内部にピルト・インされて
いる華僑社会がもたらす陰影、第三には毛沢
東型革命を志向する革命勢力がもたらす陰影

があり、アジア諸国は、この三箪の陰影さを
もっ中国の影と必死になって格闘していると
もいえるのである。ASEAN（東南アジア諸国
連合） は「グアム・ドクトリンj以来のアメ
リカのアジアからの撤退がもたらす真空地帯
化に対して、アジア諸国が中ソ対立の影響や
中国の影と格闘するなかで、形成されたもの
だとみなすこともできるのである。 このよう
に複雑な現実を考えてみても、苦悩するアジ
アの現実をどのようにしてリアルにつかむか
ということは私たちにとってさしせまった重
要な繰題であると思う．最後に、現在の日中

関係について考えてみると、急激に高まった
中国ブームのなかで、今どんどんすすんでい
る日中の友好ムードも、どうも双方に無理が
ありすぎ、一歩あやまれば、歴史のくり返し
を呼ぴおこす危険を含んでいるものと思う。
このようなことを含めて私は今回のセミナー
ではアジアの新しい国際環境と今後の日本外
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交について、 みなさんと一緒に考えてみたい と思う．

ヤ0年代の世界、 アジ7 l(C_為、ける日本

一日本の経済的役割｜ー

成際大学教授 広 野 良占

るのではないかと思います． そのうら返しと
してこのような批判が出てくるのではないで
しょうか。 事実1 9 6 0年代の日本の尚度経
済成j是の過程において公1;.ll1JM、 住宅fill題、
社会資本の不足、 あるいは資源問題など種々
の経務的、 社会的不均衡の.m問題がIiiてきま
した. n本はその経済mw1において、 さらに
民間企業の海外進出において、 自国の繍出m
進、 m化学工業の発l泌に必要な原材料σ澗孫、
自闘の耳石度経済成長に専念し、 このような日

必は昭和4 7 停に行なわれた第一、 て回闘 本圏内でみられる諸 問題が現地でも現われて
際学生セミナーにおいて、 日本の点陶アジア きたごとに無頓告でいたわけです。 それが対
緒国に対する経済後月／1について論じましたが、 日批判の原因ではないかと思うのです。 その
その幼合、 参加l学生から日本の俊助に対する 怠l米で、 戦後日本の高度経済成長のパターン
批判が必ず出ました． 又、 段近のジェトロに をもう一度考え直す必要があります．
よる各国における対円イメージ調貨によって 特に日本の対外経演活動は批界経済の大き
も、 日本の海外におけるイメージは非常に怒 な変化に照しあわせてみた均合に一体どうい
いようです。 つまり日本の後日／）条件が惑いと う付加l的問題を伴なってきたか会考える必要
か、 日本の経済的俊時などという批判がIJJて があると思います。 l 9 6 0年代後半からl
います． これら批判のl瓜闘は何かと考えてみ 9 7 0年代に人って京阿冷戦の緩和かみられ
ますと、 次の三つの点であろうと良くいわれ たにも拘らず、 南北HtJのギャップの鉱火、 同
ます． 第ーにまず日本の経済復助が諸 外（Ji!の 際通貨体制の不安などの樋砲の問題が起って
俊助に比べて条件が氾iい． 第二に東南アジア いますし、 アメリカ経済の相対的後退やEC、
Jti国に進出している円本企業、 経営者 、 技術 日本の経済的品揚に伴う悶際貿易のパターン
者やその他日本人の行動b主�い． 第三に日本 の変化なども現われています． 又、 多l吋符匡
の経済進出に対する現I也氏主主資本を含めた外 大企業による世界市織の分割などがありま七
回資本の中傷によるものではないかと． これら持問題は今後も依然としてif!ill�して行

しかし、 私はこの三つのどれをとっても日 くものと思われます．
本の緩i灼や経済f汚動が批判される根本的｝）；＼閃 そうb、う現実をふまえて、 日本は従来の高
ではないと思います． そこで前述のような対 度経済成長のパターンから生れた対外経済活
日批判が対東南アジアにおいて出てくるのは 動における諸々の大きな1m脳会解決するため
）／；本的には日本の同内における後済体制lのあ に白内的に作Iをすべきかを考えなくてはなら
り方、 あるいは経済政策のあり方に問題があ ないと思います。 我々は従来の高度経済成長
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路線、 生産第一主義をJi;本的に自主楽し、 国民 と対外経演との関係、を我々がはっきりと�織
悩祉のt位進のための経済政策に徹することが し、 日本の対外経済活動に対する海外の批判
でされば、 日本の対外経済活動も自ら転後し、 は「 日本人総jをどれだけくり返しでも是正
それに対する従来の批判を解決することがで されないことを銘記し、 その解消はまさに国
さることになり、 それを通じて、 臼本が本当 内における高度経済成長主義を福祉路線に転
のな味で、 アジアの平和と開発に口献するこ 換して初めて可能になることを知らなければ
とができるようになると思います． もう一度 なりません．

くり返して苫えば、 従来の高度経済成長政策

日本の都市と農村

問Ir行と鈴村の問題、 ことに日本の場合は特
にi劫＇＊とか過密とか宮われている問題を扱っ
てみたいと考えています．

毛沢東は、 その革命戦絡のなかで「農村が
/lllrllを包闘しなければならない」ということ
企述べているわけですが、 現災の世界、 こと

に円本をすきえてみますと日本は郎市が農村を
包IJJ1しているという状況になっているのでは
ないかと思います．

二こでは郷郵問題rural urban prob！四百

と呼ばれているnr1闘について、 日本を一つの
モデ，レにして取緩いながら、 できれば世界全
体でどうなっているかというところまで問題
をふくらませてみたい．

11�初にl!l!ベたように�村が郎市会包闘しな
ければならないというテーゼがあるにもかか

京都大学助教授 米 山 俊 直

わらず、 実際には都市が農村を包囲している
と申しましたのはu rbanizat ionと呼ばれて
いる現織のことを宮いたかったからです． こ
れは少し乱暴な類推になるかもしれません抗
問題を拡大して考えますと、 いわゆる南北問
題というのも言わば、 都市が農村を包閲して
いる、 ということになるのではないかと考え
ます． つまり都市的な世界、 者宮市的な，思考綴
式、 都市的な行動のパヲーンというも のが北
の国々で帽をきかせて、 それが南の、 いわゆ
る発展途上国の人々にもかなり大きな影響を
与えているわけですが、 そのかなりの郎分が、
もしそういう比喰在併されるならば「都市が
農村を包閉しているjという形になっている
のではないか、 と私は思います．

例えば私のセクシヨンにおいて現実に世界
の各地を凡てきた学生の報告など聞いたので
すが、 例えばパンコックやカトマンズにおい
て矢強り人口の集中という現段が起ヴている．
これはナシヨナ’レレベ，レでの絡しですが、 こ
れは逆にいいますと決村 、 あるいは、 カント
リーサイドのさまざまな変統合促すでしょう

し、 場合によっては日本に典型的にみられる
ような鈴村地域の荒廃ということが予忠され、
そういう危険があるのではなb、かと私は思う
わけです。
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一つだけ 荒廃の具 体的 な例 を 申 し あげます と
つい最近私が 見て ま いり ま し た奈良県の 十樟
川村という 所です。 こ こ は 農村という よ り も

何代も前 か ら 植林 さ れ て き た木を 切出 し て、
それ を 売っ て生活 し て いる典型的な 山村です。
実際に は山林地主は小数で、 大部 分の 村人は
山林労務者 という こ とで、 き こ り で生 計を立
て て いる わ けですが、 今 十津川は大 き な問題
に直面 し て いる 。 それは こ の 村の人口 は明治
か ら 最近ま では 12,0 0 0人 く ら いの レベ ル
で 安定し て き て いたの ですが、 19 6 0年代
に 急速にそれが 減少 し て 8,00 0人 を割 っ た

という 事実です。 そ の 誘因は いろ いろ考え ら
れ ま すが、 外部に 就業機会 を 求め て出 て いっ
て いる ． こ の 村では、 日 本 の 大規模 プロジ ェ
ク ト の先 駆的 な も のの一 つで あ る 「 紀の 川 ・

吉野川総合開 発計画J に 滑っ て 戦後 ダム 建設
が進 め られ て お り 、 こ れ を人 口 の カ ー プで 見
て み ま す と12,0 0 0人 く ら いで 続いて いた
も のが ダム 建設の 時期 は16,0 0 0人 く ら い
に 増え、 工事後、 しば ら く し て 急に 減少 し て
いる 。 それ は 工事の ため に人 口 が一 時的に 増

え たの であ れ ダム の 完成後 工事の人 たちが
村を出 て いく のに 続いて 村の人 たちも出 て 行
って し ま っ たか ら です．

私が も う 一 つ気に な っ たのは、 谷聞 に ダム が
点 在し てそ こ に プラ ス チ ッ ク の 大き な ゴ ミ や
流 木とかそ の他の ゴ ミ が 浮いてお り 、 ダム の
水面がほ とん ど おお いつく さ れ て いる ． ま た
国道 16 8 号糠が通 っ て お り 、 そ の ガー ドレ
ー ルの 破損率が 5 0パー セ ント 以上であ る ．
それは ダンプカ ー が 近畿地方で二 つよ り な い
砂利採取 を こ の 村の 川原で やって お り 、 1時
間に相当 数の ダンプが通 る か ら です。 そ う い
う 状 態の なかで人は今 ま での 伝統的な生 活様

式は殆ん ど 失われ、 村の 機能が 完全に パラ ラ
イズし て し ま い、 放り 出 さ れ た感 じ の 老人、
子供だけ という 状 態に な って いる 。 し か も こ
の 十棒川村という のは 北海道 を 除いた地方で
は最大の 村と言われ非常 に 大き な地 域を 占め
て お り ま すが、 我々 の国 税を こ の 村へ還元す
る 金額、 つま り 地方交 付税は 1人当 り 4 00
万といわれて いま すが、 そ れ でも生活環境は
非常 に 悪いし 、 し か も 都市的 な も のはふんだ
ん に 入っ て いる の ですが、 そ の ため に 悪循環
でー租の 貧困に あ えいでいる ． 私は 十樟川村

へ行きそ の 現状を 見ま し て 十棒川だけ を考え
る わけ に は ゆか な く な っ た． 例えば東南ア ジ
ア の 各地 に 計画 され て いる プロジェク ト 、 そ
れ はそれでそ の国 の 笹済の 発展に 役立 つよ う
に という 大き い名 分があ る でし ょう し、 事実
そ う いう 側面 も あ る に違 いな い。 し か し 、 そ
う いう プロ セ ス に お いて 、 弱者の立場に立 た
さ れ て いる 人 たちは非常 に 困難な状 態に 追い
つめ られて いる ． そ の人 たちは自 分で 防衛し

て 自 分自身 の生活 を考 えて いか ねばな ら な川
し か も 国 費は投入さ れて も 貧困は 続いて いξお
そ れ で は こ う いう 問題は ど う いう ふ う に 解決
すれば いいのか と思 う わ け です． そ の 解決 方
法 という も のが 一つな り ニつな り み つかれば
そ れ を一 つの モデル に し て 、 東南ア ジ ア あ る
いは こ れ か ら 様 々 な とこ ろ で 起る であ ろ う 一

一 明 る い側面の 陰で 昔か ら の生活 を 破壊され
て いく 人 たちの存 在を考 えて いく こ とが で き
る 。 あ る いは そ の人 たちを ど う すればよ いか、
ひ いて は、 F都市が 農村を 包 囲 し て いる j状
態が果 た し て これ で いいのか ど う か、 南に 対
し て 北が 圧倒的な経済力、 軍事力 での 横暴を
防 ぐ こ とが で き る という モデ’レ に す る キ ッ カ

ケがで きる と思 う わ け です。
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日本とアジアの未来像

東京国立問物館東洋考古室長 杉 山 二郎

を反省してみる、 それまでの務般の散と質と
を吟味して、 これから歩むべき自分の道を自
分で発見し、 その途を創りだしてゆくスタイ
，レが遂に今までのところ生れなかったといっ
てよいのであります．

ねは、 古代の考古i賞品とか美術品というも
の全対象にしております． けれどもねが常に
感ずることは学問ないし芸術など文化現象と
いうものは、 それまで存在した悔威ないし保
守的なものにとって、 大変危険なものである

私のかかげたテーマは直後「アジアの平和 はずなのですが、 学問や芸術を国家が保護す
と開発Jにどの程度具体的に寄与するか、 は る、 ないしはそれらが保護に甘んずるという
なはだ尊重しいのですが、 私はたまたま東南ア のは大変滑稽であるということです． 学問や
ジアから西アジアにかけて発姻その他、 調査 美術にたづさわる人々がそうした脅え方の上
に参加しまして般々 なことを考えておりま七 で、 取り扱わなくてはならない。 もっとも学
その中で常に私は「日本を考える」という命 問と芸術は現体制に対して批判的であらねば
題だけは片時も忘れたことはありません。 現 ならないし、 またそういうものの上に新しい
状では日本というようなもの（すなわち、 歴 ものが創造されてきました． これはヨーロツ
史、 文化、 炎術、 社会、宗教、風俗一般にい パの古代から現代に至る種々 な人を引合いに
たるまで、 その肉栄関係、 成立展開の事情な lllすまでもなく、 また日本の種々な先輩遠の
ど） 会若い人だけでなく、 日本人全体が知ら 中でそういう人遣の沢山いたことをねは知つ
なさすぎるとJ思います0 {Jljえば、 外国に行っ ております． けれども一般の人々 はそういう
て外国人から日本のことについて種身聞かれ ことを余りに知らないのではないかという恐
た場合、 正しいレポートができるという人は れをもまたいだいております。
非常に少ない． これは一つは日本の宿命であ 私は「日本を考えるJという場合、 1j＼•に対
ると言えましょう． 日本が咽文WI以来周辺の 符の視点を如何にして獲得するかということ
高文化にあこがれ、 それを被取消化するため 含指備しておりますが、 今まで対外的観点の
努力するかたわら、 しかもそれに追いつけ、 とり方として、 あこがれるか軽穫するか、 つ
追い舷せというスタイ’レを身に付けて、 今日 まり上を向くか、 下を向くかというスタイ’レ
まできてしまった結集であると考えます．自 をとってきており、 今でもそういうスタイ’レ

分の閣のことを考えるよりも、 或るあこがれ 会無意織の中にとっていることは沢山ありま
る対象ないしは軽蔑する対象を凡つけてはひ す． 例えば、 「東南アジアを我々 の下で…・

たむきにその方向に走っているという現象が Jとかいうことは、 かつての大東夜共栄圏の
凡られますが、 それは、 立ち止って自分の姿 イマジネーシヨンを持って企業が.illiWしたり
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また「枝々が学術を教えてやる」というよう
なことがらがそうですが、 そのような考えで
アジアに行った燭合に大変恥をかくことにな
りましょう． それら、 周辺の国々の文化、歴
史、社会、 経済、 風俗、 宗教一般について充
分間怖と理解を持って自由に対等に後触しな
ければなりませんし、 その対応はそれらの国
々の脅絡を線mすることに始まります。 その
国の国語を粗末にする人聞が相手金充分勝敬
できるはずがないのであります． 問題をそう
いう観点にかえしてみるならば、 孜々が東南
アジアとか世界を知ると同時に日本をその投
影としてはっきり他鑑しなけたばいけない．
我々は戦後、 一般の文化というものを軽視す
るように教えられてきました． 中薗のように
ある指導者が5億や6{J;lの民を号｜吸って行く
時には国字の簡略は必褒でしょうが、 主主国の
ように90%以上が初等教育を受け、 またか
なりの高等教ifを受け つ つある人l聞が、 あい

まいな仮名遣いと制限漢字などということで
自分の国の文化を現解するためのもっとも基
本的な道具．を失いつつある． こんなことがあ
っていいでしょうか． 私Ii日本を本当に考え
るためには、 漢文を正織に読め、 万葉以来の
古典を楽しみながら読むことのでき る、 そう
いう人間が必要であると汚えます． 多少の外
国絡が読めたり喋れたりすることよりまず、
日本の文化、 芸術の符務を正しく理解し、 楽
しく観照できるスタイ’レを獲得しなくてはな
りますまい． その上に立って、 ギリシ7、 ラ
テンの台典から人IHI、ユマニテ源泉の美栄香酒
会作jすべきであり、 そして始めて周辺の人々
と対等な観点をもてる日本人像ができあがる
と考えております． かくして、 日本はどうな
るかということからはじまりアジアに及ぼす
べきである． 我々はアジアを一つにしたいの
ではなく、 一つになるように我々の方から努
力をすべきであると思います．
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ゲ スト講 演

アヅアのリージョナリズムと 日本

朝日新 聞鎗脱委員 丸 山 静 雄

とする新しい学問 の ようだが、 ここにいうリ
ージョナリズムは、 それともまた違う．

ここでとりあげるリージョナリズムは特定
地域に位位 する諸問家r:n の経済、 伎術、 文化
面 における協力をさす． ナショナリズムを伎
とし、 さらに高自由されてインタナシ ョナリズ
ム（ 国際協側主義）に発展 するも のである。
戦後、 後illJJ色核に生まれた地級協力をいい、
したがって軍事的な協力は含まれない。

アジア における地級協力後情には次のよう
アジア の平平日と開猪合通じて日本をー汚える なも のがある。

には、 アジアの側 に 、 日本の側 に、 それぞれ のエカフェ（ ECAFE.函連アジア極東
取り組まなければ ならない問 題が多数あるが、 経済 委日会）。 ②コロン ポ・プ ラ ン． ⑪東南
ここではアジアのリージヨナリズム射砲じて、 アジア開発閣僚会議． ＠東南アジT農業開発
この問 題を汚・えてみることにした。 会議。⑤アジア1m宛銀行． ⑤東南アジア 諸 国

リージヨナリズム（ Regionalism）はー蛸こ 連合（ASEAN）.⑦アジア太平洋協�会
地成主波と沢される。 地域主．波というと、 と (AS PAC）。 ⑧アジア生産性機情 （ AP
も すればコミユナリズム（ Comm.ma I ism ）と 0）。 ⑤P CD (Regiα凶心ooperat ion for 
混同されやすいが、 両省は大きく遣う． Deve lor:111ent。パキスタン 、 イラン、 ト’レコ

コミュナリズムは自己の所以 する地械や、 宅1£11L1 の協力機憎い⑮91；同盟協力機情（イ
向ーの種銭、 Z語、 宗教、 カーストから成る ンド、 エジプト、 ユーゴ三l.Jil問の協力機情L
社会（Communi tY） の優位性会主張 する汚え ⑪団連専門機関によるもの（ I L O、 FAO、
方で 、 インドにおけるヒンズー教徒 の集団と WllO、 U NESCO）.⑫ 国際織憾による
イス ラ ム教 徒 の集団との問の対立と緊娠の聞 も の（ I CA）.⑬アジア政送迎合（ABU）。
係についていわれることの多い言葉である． そこでlXの三つの視点からアジア のリージ

リージヨナリズムはまたー凶内における特 ヨナリズムをとりあげてみたい．

It地峻の開発 に関連して使われることがある． l、 リージヨナリズム1立後進地械（＂’南米、
たとえば地域学（Regional Sc ience）、 j出j或聞 東欧、 中JI!、 ア フリ力、 アジア）のうちアジ
ザEという�合である． 地綬学とは経漢学、 社 ア での�｛；頒品川、ちばん逃れ、 それだけアジア
会学、 地顔学、 行政学、 土木工学、 /lfl市工学 では新しい樗え方であること．
などを包括正 して地成m1mにアプローチしよう 2、 アジア の平和と開発 にとってリージョ
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ナリズムは大事な条件であってアジア自身が 3、 日本がアジアにアプローチする易合、
もっと真剣に努力すべきものだと考えられる リージ ョナリズムの流れにそうのが効然的だ

こと． と予言えられること。

アジア一 日本の能力一

アジア財団日本代表 ジエイムス ・L ・スチユアート

さて、 ここで日本のアジアにおける能力を
南北問題における日本と他のアジア諮問との
経済力のギャップの関係で巧えるl侍に、 私は
もっと鎗織的な意味において、 この聞きの大
きさ、 重要さをZ思議して欲しいと考えます。

過去の日本とアジアのr�凶悪を考えてみます
と、 台湾、 報i鮮、 満洲など念日本が帰国とす
るなど、 あまり良かったとは言えません． 従
って実際に.\J:I米のある日本とアジアの効処的
な関係は今から自I］り幽されていくのではない

私の学生時代、 世界のi量々全比較する湯合、 かと思います．
天然資源の鋭岱さの度合と国七の大小という もう一つ付け加えて言えば、 l 9 tit紀の日
二つの概念が用いられました． しかし、 私は 本には、 日本とアジアの聞係について福沢諭

両方とも問溢っていると思います。 特に日本 ,'fによる脱アジア的な思想と間合天心による
については、 この考え方が如何に問遺ってい 汎アジアの忠；［！の二つがありました． このよ
るか良くわかると思います． 現在では国力の うな考え方は今の円本人にも卜分凡ることが
飽かさというものを考える益準として、 私は、 できますが、 現在の円本人はもっとアジアに
知議、 能力をト分に活用できる人材の肢かさ r lを向ける必3泌があると思います． これは新
に約服したい． 何故かと五まいますと如何に多 ｜刷などのマスコミが n本とアジアの交流につ
くの資源を持っている同にしても、 それ金活 いて余り多く報道しないということにもl問題
用できる人材が不足していれば何の怠味もな がありましょうし、 また日本とアジアの文化
さないからです． 失流団体の仕’l�を匁lらない 日本人が非1i1；に多

次に国七の大きさの｜問題にしましても日本 いことにも以閃があると！J.＼います．
は決して大きな同ではありません。 しかし、 これはねがアメリカ人であるという点も考

歴史的にみても、 イギリス、 オランダ、 ドイ l恕して1111いて欲しいのですが、 今の日本に対
ツなどヨーロ ッパの先進向と首われている同 するアジアのイメージを朽’えてみると、 第一

々 は日本とほぼ同じ大きさです。 日本がいま にアジアの国々 によって日本に対する汚え方
だに他の先進闘と比べて小さな国であると思 が，.なっており、 その上、 このような汚え方
われていることは、 まだ日本人が日本という は円々 変化しているということです． 例えば
国は小さな同であると思っていることに問題 昨年パンコックでは学生のlllJで排日運動が盛
があるのではないでしょうか． んでしたが、 その時期にインドネシアやシン
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ガポー ル ではそ の よう な こ と は見 られ ま せん
で し た。 し か し一年後 の現 在で は逆に シ ンガ
ポー ル で は 対 日 批判の 感情が高 ま って いく 傾
向 が見 られ、 パンコ ッ ク ではそれほ ど ではあ
り ま せん。 フ ィリ ピ ンで も 10年前 と 現 在で
は違 いま す。 大 体に お いて ア ジ ア の国 々 は 日
本に 対 し て 良い感情 を持 っ て いる ので は な い
か と 私は思 っ て いま す。

ア ジ ア の国 々 の 日 本に 対する期待 と いう 面
に つ いて み る と 、 ア ジ ア のア メ リ カ に 対す る
期待 と 同 じく 、 彼ら の期待 は いつ も 日 本 の行
為を上 回っ て いる と思 いま す。 今、 ここ で 重

要 な こ と は期待 の 対象がア メ リ カ か ら 日 本へ
徐々 に変 り つ つ あ る と いう こ と であ り ま す。
こ れ も 経 務的 ギャ ッ プの差に よって起 こ る こ
と であ り 、 先進国 と 後進国 と の関係 に お いて
は 避け られ な いこ と です。 日 本の観光客の取
り 扱い方 に し て も確かに一部 に お いて は不評
を買う 点 も あ り ま す。 現地人は観光客の 落す

マ ネ ー を期待 し て お り 、 日 本の新聞が報道す
る ほ どに 彼ら は 悪く 思 っ て いな いのではな い
か と も私は思 います。 特に今、 私の言 いたい
こ と は、 東南ア ジ ア の大学教授 をは じめ学生
遣は、 日 本 の 商社マ ンと で は な く 、 日 本の大
学教授 や学生 逮と 同 じレ ベ ル の問題に つ いて
話 し合 う こ と を強く 望んで いる と いう こ と で
す．

ア ジ ア の学生や若者 逮の 日 本 や欧米諸国に
つ いて の考 え方 を見てみる と 、 彼ら は 自分 遠
の 政府や社会 に 対する 不摘が大 き く 影響し て
います。 総じて東南 ・西南ア ジ ア の人 々 は 日

本に 対 し て 友好的な 考え を持 っ て いま す。 特
に注意す る必要が あ る と すれば、 日 本 と 北京
の関係に 伴い華僑の問題が 存在す る ため に、
日 本 と シ ンガポー ル の関係が今後少 し 悪く な
る か も知れ な いと いう こと で あ り ま す。 こ の
こ と は、 大国同士が関係 を結ぶ時には、 小国
の立場 も よく 考 え に入れて お く 必要があ る と
いう こ と であ り ま す。

こ こ で、 今 の ア ジ ア に 対す る 日 本 の考 え方
や 態度が ど の よう な も ので あ る か に つ いて少

し述 べて み たいと 思いま す。 それ は今の 日 本
は東南 ・西南ア ジ ア に 対 し て 次の四 つ の理由
か ら関心が 薄いと いう こ と に つ いて です． 第
一 に こ の 1年間 日 本の関心は中国へ向 けられ
て いたこ と 。 第二に今で も 韓国人の 日 本人に
対 する 感情は余 り 良く な いの で 日 本人は 敬遠

す る傾向 が あ る こと 。 第 三に 日 本のイ ンテ リ
や政治 家のなかに、 日 本 は今 や工 業大国にな
っ たので、 今後 の 世界の動向 を左右す る勢力
に な り き れ る と いう 意見があ り 、 まずはその
方の地 固め をす る と いう 考え方があ る こ と ．
第四 に 一般の 日 本人は中 園、 朝鮮半島、 台湾
以外の他の ア ジ ア の国 々 に余 り 関心 を寄せ る
機会が少 な いこ と 、 な ど で あ り ま す．

同 じく 日 本 の進 歩派の人 々 の考 え にふれて
み ま す と 、 彼ら は、 第一に ア ジ ア 人は 圧政に
苦し め られ生活の向上の ため に 革命を望んで
いる 、 第二に 日 本がア ジ ア の諸国 と 経済援助
や文化 交流 を深 め る こ と は、 結局 こ れ は ア メ
リ カ の 肩代り に過 ぎな いーな ど の こ と が靖摘
で き ま す。 し か し、 私の考 え る限 り では、 ア
ジ ア の人 々 は 政府の 圧迫に 対する反 感は あ る
にせ よ、 革命や戦争な し に 、 改 革に よる生活
の向上 を望んで いる と ，患 いま す。 こ れ を理解
す る に は、 若 い諸 君が現地 -fl'き 、 自分 の目
で見て考え る こ と が最も 大切 だ と思 いま す。

経済 按助に つ いて み る と 、 ア ジ ア の人 々 は
ア ジ ア に お いて、 日 本が指導的立場に立 つ こ
と を強く 望んで いる反面、 日 本の独走な ど 行
き過ぎを恐れて いる こと も 事実です。 現実に
は、 日 本の 企業はア ジ ア 諸国 と の関係にお い
て、 今後 、 東京 を中心 と す る ビジ ネ ス だ けに
と ど ま ら ず、 現地で は現地人の人 材を活用 し
ど し ど し現地人 幹部 を育成し 、 彼ら の ビジネ
ス を行な う 方向 に も っ て いく べ き で し ょう ．

最後 に私が述べ たいこ と は 、 ア ジ ア に 対 し
て 日 本は も っ と 知織 と し て ア ジ ア を知 る こと
で あ れ 態度と し て は人情 を持 っ て接す る こ
と 、 も っ と 勇気を持 つ こ と であ る と思 いま t
そ し て 、 も っ と思 いやり を持 って今後 の ア ジ
ア 関係 を伸ば し て欲 し いと思 いま す。
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討 議

セクシ ヨン演習の報告

セミナーの段終日には、 各セヲシヨンから の報告があり 、 それにもと づいて
全体討後が行われた． 下記の報告は、 その後各セクシヨンの学生代表により作
成されたもの である． 前掲の指等教授による共通セッシヨンとあわせてお読み
になれば、 セミ ナーの全体像を把録していただけると思う。

Aセクション

指理事：t喧辺町l先先’色

日本の対外政策・対外行動は、 すべて国内
政治というフィルターを通じてなされている．
「アジアの平和と開発Jのために日本がいか
に行動すベきかを考えるにあたって 、 日本の
国内の政治動向、 国民の政治意識はm要な�
因となっている．

日本の対外政策形成過程を明らかにするに
は、 日本の政党制度や 自民党の政策決定過程
の性質金はじめとする持条件を考慮に入れな
ければなら ないのであるが、 その中で特に、
111:；論と政治意織について緩論を進めた。

対外政策の形成における世訟の役将lを考え
る前に、 世論統念、の混乱をさけるために、 D

・C ・へルマンに従ぃf1生面白の風潮Jと「怠

(17) 

織的役直面jというこつの1止鎗を考えた．

m1者は、 r－絞国民によって抱かれている
慨指的な態度」であり、 後者は、 「マス・コ
ミニエケーシヨンを含む特定の個人や団体に
よって表明される政策に関する積纏的かつ明
確なな見Jである．

すべての民主主義国家においてといlじく日
本でも、 一般国民は対外政策について一時的
にl�l心を他くだけで、 直接に影響力を及ぼし
えないのがたいていの場合であった．

多くの悶民は、 対外政策に関して知識をほ
とんどもっていないし 、 l�l心も抱いていない
ということが世論調査によって明らかにされ
ている．

しかし、 世論は現実に政治を動かす力とし
てm援な地位を内めている．

対外政策は． つぎのこつの怠味で「1止翁の
風潮」による彫響を：絞る。

第一に、 政策決定者i立、 自分たちの所凶す
る社会的政治的環境の不可欠な節分となって
いるような態度に本能的に従うものである．

Jt体（J'.Jには、 日本人がアジア人に対して市
在的に使館感を持っており、 欧米人に対して
劣電車峨を持っていることが、 政府に対欧米ill
従d T.t外政策をとらせる1&盤となっていると
いうことである．

こ 、で宿学生の方から 、 昭布ll!tl卜八年九月



‘J•;QJ H 1努｜措lの世論調fi.で［これから どの国と
{•!• tくしたらよいか」という質問に対して、
'1'11� 1'.除くアジア諸国全部でわずか数パーセ

ント上いう指僚があり、 改めて私たら日本人
のXt fジア観を考え［立させられた。

ね11三国に対するイ メージが対外政策決定に
大さな影絡を与えるという�l�'.J起を深く認識し、
fl，たちは． まずア ジアに対4る偏比企取り除
くことをしなければならない．

第二に、 政策決定者は、 l佐治活j 代、 選挙結
J長、 対外政策をめぐる鎗滋などにあらわれた
一般的世論に影響をうける．

fl本には、 平和主義という大象的感情（ ム

ード）が戦後あらゆる階肘に拡がっていたが、
ニクソン・ショック以来「反米Jムー ドが高
まり、 さら にfナシヨナリスムj的ムードの
きざしも凡られる．

このようなf世論の風潮Jは、 日本の対外
貨Eに対して影容を，＆1ますのであろう．
次 にf怠織的l世論Jを形成する口本のマス

・メディァの現状を検討した．
マス・メディアit、 政策決l:E-li'ーたちと一般

国民をつなぐ主袋なコミュニケーシヨン ・チ
ヤンネルである

マス ・メテイアは、 側々 の問題ω取り扱い
｝］しだいで、 それに附する一般国民の反応の
あり方にh影響を与えることができる。

｜拡｜心の�.＼！点を定めることによってマス ・メ
ディアは、 ［Jjj民の政策決定過程への参加の仕
}J �間接的に決定する．

現代日本を「情報社会Jといわしめている
ニ五条件l主、 「 知議と情報のi訟の110極的浴大J、
「コミュニケーシヨンの鉱大j、 「 情報処感
能力のffi大jである．

ここで特に問題となるのは「情報処理能力
の即1大J である。

これは、 大規艇に組織された機構と大郷り

また、 政府の批判に必裂な情報It立、 膨大な
'l'f僚機情を持つ政府がすべて握っている．

沖縄返iY交渉の経過でl列らかになったよう
に、 主術省である国民は、 どめような対外交
沙が行われたかの情報を.！j.えられていない。

政府の情報独占は 、 国民の正当な「匁lる縫
手ljjを犯すものである。

本来政府の情報独占に対抗すべきマス ・メ

ディアは． 後維な自己規制のメカニズムによ
って選択した情報を国民に送っている． 円本
の政治過程でm警な地位を占めているマス・

メディァは、 多元的な情報を国民に提供すベ
さである． 政党とのパイプが細い日本におい
て、 同l＼＇：が政策決定へ参加lしようとする際、
マス ・ メディアは大きな役割lを＊すべきであ
る．

以上の他にf日本の政ff';とl住総jをめぐるさ
ま5まな銭鎗がなされたが、 私たちは今閉の
ヒミナーにおいて提起された問題合さらに追
求し、 日本の平和1とアジア の平府］.�：棺互に依
存しているものであり、 相互の絶対必要条件
であることを認議して、 ア ジアの一日として
日本が「アジアの平手口と開発jのためにいか
に行動すべきかを考えなければならない．

（ 大原洋司・慶応接豊島大学）

Bセクション

な古li17Uともってはじめてr•J能になる． 術噂：，，，崎湖底凡生
それゆえ、 既作の社会に既得利益金持つ大 Bセクシ ヨンは、 幸いアフヵ・ニスタン ・オ

飢餓がwf殺を独市し、 コントロールをすると ーストラリァ ・フィリピンからの留学生の参
いう危険性をはらんでいる。 加lを得ることができた．
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そ こ で 第一 日 目 の討論 は 、 各留学生 に 、主
とし て 、 彼等 の 母国 並び に 、 母国 と日 本 との

関係 に ついて 自 由 に 発言 し て も ら い、 質疑応
答 を行 った。 彼等 か ら は ‘ オ ー ス ト ラ リ ア は 、
ア ジ ア の 一 員とし て ア ジ ア に 参加で き る か ？
日 本は 大 国 の 仲間 入り をす る 以外 に 、 な すべ
き こ とが あ るの で は な い か ？日 中 接 近を［東
京 一 北京 枢軸 J の 形成とし て 受 け とめ る 複雑
な 東南 ア ジ ア 諸国 の反応 をど う 考 える か ？コ
ミ ュ ニ ケー シ ヨン ・ギャップは 、 日 本 と東南

ア ジ ア 諸 国 との 場合 、 日 本 側に 大 き な 責任が
あ る ので は な いか ？等 の 問 題提 起が あ った。

特 に コ ミ ユエケー シ ヨン ・ギャップに つい
て は 、 フ ィリ ピ ン を例 に し たが、 フ ィリ ピ ン
が 日 本 の 第 四 位 の貿易相手国 で あ る こ とを知
って いる 日 本人 が何 人 いる のか を考 えた時、
日 本人の意識の 欠落ぷり は 明 白 で あ った。

一体、 我 は々 、 心 中 に 、 どん な 世界地図 を
描いて いる のか、 反 省さ せ ら れ た。 一 方 、 日
本 側参加者 か ら は、 ム ー ドが先行 す る 日 本 の
日 中 友好に 対す る 取 り 組 み 方 の危険性・日中
友好と裏腹に切 り 捨て ら れ た台湾措置の問 題
・復活 し つ』あ る か に 見える ア ジ ア 主義への

警 告 ・現 在の 日 本 と東南 ア ジ ア 諸 国 との 経済
的 政治的 コ ミ ット メン ト は 、 米国 と南 ア メリ
カ 諸 国とのそ れ に 比定し て 考 えら れ る ので は
な い か という 指摘 ・問 題の 多 い日 本の経済協
力 は圏内問 題の反映 とし て 捉えら れ る か ど う
か とい う 疑問 の提 出等が あ った。

第 二 日 目 は 、 討論 に 先 立 ち、 中 嶋先生 に新
し い国際関係 の 中 で 日 本 を考 える 場合 の問 題
点 を述 べ て いただ いた。 先生 は 、 G酒際 政治
に お け る イメー ジ と実 体とに ず れ が存 在す る
こと． （ア ジ ア の 冷戦構造、 朝鮮戦争 の 例 で
は 、 一般的 な イメー ジ とは異な り 、 当 時一枚
岩と考 えら れ て き た中 ソの 聞 に 、 不和が存 じ
て いたという 事実が あ る 。 ） し か も 、 国 際 政
治 は 、 いわ ば、 こ の 虚で あ る とこ ろ の イメー
ジ で動 いて き たの で あ る ． 我々 とし て は、 で
き る だ け 実 体に 近づき 、 正 し い判断をな す こ
とが肝要で あ る こ と．
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＠米中接 近に より 、 米国 が現状 維持勢 力に転
じ た後 、 ブレ ジ ネ フ ・ドク ト リ ンを持 つソ連
と共 に 、 経済面 で、 ア ジ ア に お け る 現状打破

勢 力 に な った日 本の 苧む危険． こ の危険は 、
世 界 の問 題児とし て 袋だ たき に あ いか ね な い
存 在で あ る こ とを自 覚 し て な い 日 本人、 更 に 、
期待 を裏切 ら れ る と、 いっベん に反 按に 転 じ
る 日 本人 総体の 性格 を考 え合 せ る な ら 、 一 層
大 き く な る とい う こ と、 以上 を指摘 さ れ た。
文質問 に 答 えて 、 新 し いア ジ ア の国際関係に
お い て 、 「中 国 の 影 J が 圧倒的 な 影響力 を持
って い る こ とを明 ら か に さ れ た。

最終討論 は 、個人 により ニ ュ ア ン ス は あ っ
たが 、 参加者 の 「日 本外 交 をとら え直 そ う J
とい う 問 題意識に支 えら れ て 、 外交理 念そ の

も の の 検討 か ら 入った。 そ し て 、 日 本 が国 家
目 標を持 たず、 外 交 原理 を欠落し たま 』で、
従って 外 交的 には 『事勿 れ主義 jで、 経済大

国化 を進 め て き たこ との分 析と批判が な さ れ、
国 家目 標を持 たず、 近視眼的 に 経済 繁栄第一
主義 を把持す る こ との危険を確認 し た。 とこ
ろ で、 中 に は 、 経済大国化 は 不可避で あ った、
文、 経済的 繁栄が 国 民一人一人 の 幸福に 結 び
つい て い な い等 の 意 見が あ ったが、 概し て 、

日 本 入学生 は 、 日 本 が 経済大国 とし て ひ とり
富ん でき たととの後 めたさ を表明 す る 者 が 多
か った。 こ れ に対 し 、 留学生 が、 日 本 の 繁栄
に よる 弊害は 、 ただ 日 本 の責任に のみ 帰せ ら
れ る ので は な く 、 相 手諸 国 に も 責任が あ る こ
と、 つま り 、 作用 ・反 作用 で あ る 事 を指摘 し
たのは 印象的 で あ った。 経済大国 で あ る こ と
を原罪とし て 否定す る のみ で 終る ので は な く 、

既に 日 本 が 経済大国 とし て 、 複雑な国際関係
に組み 込ま れ て いる 以上 、 我々 に は 、 そ の事
実 を事実 とし て 認 め 、 そ の上 で 、 いか な る マ
イナ ス 面 が あ る か直 視し 、 そ れ をチェック し
て いく 積極的 な 姿勢 が必 要 で あ る 事を痛感 さ
せ ら れ た。

こ れ ら の 織論 をふ ま えて 、 日 本 は、 国 家の
安全 ・平和共存 を国 家の 目 標に し て 現実化 し 、

又、 経務協力 に お い て も 、 内外不干渉の 原則



を rt いて、 リ ー ジヨナリ ズ ム の通切な発展に

者与 し 、 発展塗上国との較差 を な く す方向で

努力すべ き で あ る との窓見が幽された． そ の

他、 外交を 政治的 ・ 経済的なものとのみ限定

し な いで、 も っと文化的な交流 ・ 相手国の教

if水準向 上等のiiiiに カ を 注ぐべ き ではないか
と い う 注目す ベ き 発言があ った． こ のことは、

政後に中的先 生 が 、 本絡的な国際化時代 を 迎

えて、 今 ま で然観さ れて きた文化外交 ・ 情報

外交の公的 ・及び民!Illレベルでの推進に、 地

illな努力を 払 う こ とが1fi張で あ る と して、 ま

とめられた．

（池内 功 ・ 東京教育大学 ）

Cセクション

l1i噂．広，f良＂＇先生
ア ジ アの平和と｜開発一日本の経済的役割ー

に関 して 2日間の討治 を 終え 、 llの経済協力

は何か、 又、 そ の経務協力に応じて日本の産

業政策 、 経済体制は如何に あ る べ きかが焦点
と な ったので あ る 。 当セク シ ヨンは参加者が

援めて多く（ 2 3名）、 多稀多様 なな見方：出た

のでね自身でその内容全集約 してみた． こ う

する l］�に依 り 、 当セク シ ヨンの共通意見は何

か、 又、 上記のテーマを解決する 方法は何か

を解明で き ょ う ． さらに 、 広野先生の.ff意義

なコメントに基づ き 私見も最後に加えてみ る

’J� Iこした．

〔1〕参加者の意見の要約

一経済協力の意義 に つ いてー

日本と凶発途上国の相互題解に

ぷづくもの 5名

2 日本同内の産業、 �M政策の
潟1愛 4� 

3 ア ジ アの発展によ る相互利益

と政府援助！�加の必�性 3名

4 1刻発途上国の国家主樋の時虫
に 依 る 協力 3名

5 開宛途上国のへ口抑制 2�当
6 国際協調機fl!Iの必裂性 2名

7 経済協力を通じたIJA裕途上国

の自助努力 l名

8 f主術協力 l名
9 俊助効果 l名

1 0  文化交流 l：名

こ の安から上位4項目で全体の6 5 % を 占

めて いるのでこれ ら を 中心に説明 していきた
b、．

第lに ”相互理：弾”.？�経済協｝Jの主義金持
っている点であ る．供与国：:t経済協力が被供

与国の何に役立っか を 正 しく認織する必要が

あ る． つ ま り 、 相手が何を （資 本 ・ 技術・商

品 ） 、 どの分野に（録業 ・ 工業 ・ 公共部門）

どれだけ、 どの方法で（タイド ・ アンタイド ）

必必なのか を 先進国はさ ま ざ ま な角度か ら研

究する必要が あ り 、 そのゐには·，：j�に相手の立

渇に立ち、 その国の文化や習慣を知らなけれ
ばならない． しか し 、 ジエイムス ・ L ・ スチ

ユアート氏の講演に も あ った係に、 相互理解

金一夢超えて”相1i傍力” を 行 う 司l'.Iま重要で

あ る ． 例えば、 民rin役�のイE り 方に関 しては

先.iffil司が投資す る部門と、 そ れ を 受け る 開発

途上凶が期待する 部門に噌ap”があ り ． これ

を解決する方法として、 開発途上国の人々 も

先進国 を よ く 知 り 、 相互Jill解・努力する.oJJに
よ ってこのgaP を 埋 めていく取が望 ま し い．

第2に、 円本と｛也のア ジア3者向とは相互依

イ子のl則係に あ る． 例えば、 円本の資本 ・ 伎術
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豊富国 だが資 源に乏 し い一方、 他 の ア ジ ア 諸
国 は 前者は 不足 し て い る も のの後者 は豊富で
あ る ． 従って 、 日 本も ア ジ ア の発 展な く し て
は 発 展は あ り え な い の で あ る 。 こ れ に関 し て
は本年 4 月に行われ た第29 回 エカ フェ総会
にお け る 大平外務大臣演説で も 言われ てい る 。

「議長、 ・・・・・・ わが国 は こ れ ま でア ジ ア の
繁栄と 発 展の ため に出 来 る か ぎ り の協 力 を 行
って き ま し た． こ れ は一 つ には か か る 協 力 が

閉 じ アジ ア の 先 進 国 と し て の わが国 の責務で
あ る と 考 え る か ら で あ り ま す 。 文、 一 つには
ア ジ ア の 繁栄と 発 展な く し て わが国の 繁栄も
発 展も あ り え な い と 考 え る か ら で あ り ま す。

・・・ J。 従って ア ジ ア の 発 展の 為に、 日 本
の 経済 協力 は 政府ベ ー ス の ア ン タイ ド方 式を
と り 、 開発途上国 の社会 開発 に向 け る べ き で
あ る ． （例 ：梅外経済協力 基 金の タイ 円借款）

第3 に開発 途上 国 の 国 家主権を 尊重す る こ
と で あ り 、 こ れ を 無視す る と 、 再び タイ の 様
な 日 貨排斥に日 本は 直面する 事 にな り 、 こ の
事は 双方 にと って 経済協力 の効果 を 縮少 さ せ

て し ま う ．従って 、 先 進 国 は援助に対 し て不
当 にナ ショナ リ ズムを か き 立 てる 事な く 、 単
な る コ ンサルタン トの 気持 で 行って い く 事が
望 ま し い と い った意 見 も 出 た。

第4に、 日 本自 身 、 圏内問題 と し て 、 都市
の過密化・公害・分 配の 不平等 に改善の 努力
を すべ き で あ る ． 経済協 力 を 行う 前にこれ ら
の問題 を再吟味す る 事は 経梼協力 を 効果的 に
行う 上 で 必要 で あ る ． 例 え ば、 日 本の 産業構

造を 軽工業、 盤工業の 二重構造か ら 知 識集約
型産業へ転換し 、 労働集約型産業は 開発 途上
国 に比較優位 を 持 たせ たら よ い の で は な い か 。
最後 に、 経済協 力 の 意 義を こ れ ら の意 見 を 基
礎にし て 述 べ てみ よ う ． 現 在の世 界 貿易にお
け る 国際分 業の 形態は リ カー ド流の分 業と は
異な り 生 産要索の 移動が 完全で な い 為に狭義
の国際分 業と 言え る 。 こ れ は各国 には特有の
cultur e や主権や伝統 が あ る か ら で あ る ．
従ってこ の 条件下 で 一国 の price stabilitメ

social envir佃町lt を 考 え た広義 の国際 分

業を 考 え る には新 し い国際 貿易の 秩序が 必要
で あ り 、 そ れ を 達 成す る 為の時 間の 経過 に援
助が い る ． 即ち、 公正 な 貿易が あれ ば、 あ る
程度国際分 業が 働いて 経済 協力 の 必要性は な
く な る 。 し か し 、 現実 の 問題 と し て 、 公正 な
貿易には 相当な時聞 を 要す る の で 経済 協 力 は

永遠に続く と い っても 過 言では な い だろ う ．
r政治・外交・協調・人道上 Jの理由 か ら で
は、 開 発 途上国 にあ る 重要 な 銀題 （矛盾 ） →
分 配の 不平等 な ど を 解 決す る 援助の 形態は何
か．

1 ) OD A （政府開 発援助） の 増加
2） 開 発 途上 国の 社会 資 本の 充実と 社会 開

発 の 為の ODA 
3 ） 民間企業の 良識あ る 行動 規準に基 づく

投資
(II〕ア ジ ア の 平和と 開 発の 為の 日 本 の 経済協

力 の 態度
日 本の 1 9 7 0 年代 の対外 経済 政策の 一つ

bし て経済 協 力 は 絶対 に欠 く 事は出 来 な い ＠
こ れ は国際協 調と い う 立場 か ら 世界 中 の 人 々
の 福祉を 安定さ せ 、 向 上さ せ る 事 を 目 的 と し
てい る か ら で あ る ． 他 の セ ク シ ヨン で も 発 表

さ れ た日 本 と ア ジ ア の 外交 や文化実流 を 行う
為には 経済協力 の 意義 を 十分 に我々 が認識し

な い 限り う ま く い か な い 。 経済協力 の 体系と
現 況を 今 さ ら こ 』で述 べ る 必要 は な い が、 日
本 の援助量 や そ の 条件が どれ だけ 移動し たか
と い った数字の 迫求を 行う よ り も 我々 日本 人
は も っと H足元を 見よ ＂と 言い たい 。 第8 回
東南 ア ジ ア 開発閣僚会 議は 今秋、 東京で 行な
われ たが 、 日 本の 経済協力 が内外で 説得力 を

持 つ為には 日 本 自 身 の 態度 の 変更の 必要 性が
強調さ れ て い る ． 従って我国 は 早 急に産業貿
易構造の 転換を 行う 必要 が あ る 。
最後に、 国際協 調の ー形態の 経済協力 は世 界
の 人々 が幸 福にな れ る の だと い う グ ローパル
な 気持 を 持 たな い 限り 、経済 厚生 でい う hrnp
- sum-trans£ erは 成立 し な い で あ ろ う 。

（広田 政一 ・ 鹿 応 義塾大学 ）

(21 ) 



D セ ク シ ョ ン

指導 ： ，l<lli俊氏先’I:

一ー ま え が き 一

主主 々 は主 と し て 日 本園 内 の 問 題 、 と く に過

練 ・ 過 絡 を 中心に議論 を 展 開 し た が 、 そ こ で
�！� ら れ た も の は 、 「 ア ジ ア の平和 と ｜別発」 と

い う 大テ ー マ に も 充分適用 し う る 、 J窓織函で

の '.il � で あ っ た と 思 われ る ． ；寂 身 の露首 習 は 、

l 、 問題担占起 「近代化の過疎 ・ 過 ？訟は表裏一

体かJ を め ぐ っ て 、 「近代化 」 「過疎 」

過 絞 の怠縫の解明 ． （ 自 由 ゼ ミ 形成 ）

2、 1 に 対 す る 米111先生の整型 （ と く に 「 近

代化」 に つ い て ） と 、 そ れ に 基・ づ く 討論 。

3、 l叫際的視点 へ の 発 展 ．

の 3 つ に 大 き く 分 け ら れ る ． 紙数 の制限及び

｛也 の セ ク シ ヨ ン と の！日l速 を 考 慮 し て 、 3 の 問

題 に 市点 を お き な が ら 報 告 を ま と め る ． こ れ

に よ っ て 、 口 頭 に 述 べ た rtJ:織関 での＇.）：.！；醍j

の 中 味が少 し で も 明 ら か に な れ ば と 思 う ．

l 、 過疎 ・ 過貌 の意味．

過疎 と は 「人 口 減少が地織の社会的経済的

機能の低下 （ あ る い はj抗感 ） 発展 の 停滞 を 紹

い た状悠 ・ （ ；米山俊庇著 「過疎社会 」 ） 」 と

一応定縫 づ け ら れ る ． 過�が過疎 の対応概念
と すれば、 「 人 口 減少J の代 り に 「人 口 t償却l」

と 置 き 換 え る だ け で、 過 密 の 定義 と し て 十分

な の だ が 、 そ の実態1ま過鎌 ほ ど 明 僚 で は な い ．

火通渋滞 ・ 住屯！JHi'I の低劣 ・ ゴ ミ 11\l組 ・ 通 鋤
ラ ツ シ ヨ 等 の現象が指 ｛衡 さ れ た が、 こ れ ら は 、

過疎地 械 で の准家雌村、 挙村隣 村 を 紹 い た Ii

(22) 

ど の探 知l 、さ を も っ て � 議 さ れ な い ． こ の こ と

は、 都diの便利 さ 、 経済的鐙か さ を 泥 め る 中

で 、 過 ＊ が 君主起 し た生 活 の質そ の も の の 低下

を 見逃 し 、 あ る い は 当 然観 す る 、 郎 市 人 の感

覚 の鈍化 合示唆する の か も し れ な い ． こ れ は

附｜時iこ 、 過錬｜問題 の深刻 さ を 認 め る 観点 の 欠
俗 で も あ る ． こ う し た生活 の メ カ ニ ズ ム の把

録 、 生 活 の 質 に 対 す る 感覚 の 哀 え こ そ 、 過店主

のJ寄っ線源的 l.t.悪 な の か も し れ な い ． 勿論、

近年 こ の点 の ！Ill題意織は急速に 高 ま っ て は い
る が ・ ・ ・ ・ ・ 一

2、 近代合理主主義 あ る い は経済合理主義

こ う し た過疎 ・ 過 密 は 、 荒 っ ぽ く 官 え ば 、

資本効$上昇 を 至 上 と し た高度成長政策 と 、

そ れ に 呼応 し た国民の経済合理的 な意識に よ

っ て 生 み出 さ れ た と い え る ． 本質的に 資本効

$上昇の 限界 を持つi決策 は 、 こ の波 に乗れず、
も と も と あ っ た 都市 と 農村の絡 差は一層鉱が

り 、 鈴村波観が農 村 自 体 に も 広 ま っ て し ま っ

た。 Kllrliの生活様式の浸透は 、 mi聖水準 の土

井 → 現金収入の必jl!性m大 → j伝業 ・出稼

ぎのm大 → 農村の刷題担と い う 道 を 辿 り 、 農

村 の 人 々 の生活ぱか り か怠織 ま で 都市化 し 、

悶有の鈴村文化 は 失 わ れ る ． こ れ と 似 た 動 き

が 、 所町i先illi 厨 文 化 の Pl' し つ け と い う 形 で 、

歯際的に現わ れ て い な い だ ろ う か． 勿 治 、 こ

れは現在 の 絡 差 の 悶 イI化 を 示唆する こ と と は
)Jljの議鎗 で あ る 。

こ れ に ｜刻 し て 、 三単語産 あ る い は志 布志 の 、

土地 を 守れ l 開発短否 ！ の低抗が問題 にさ れ

た 。 全体的経済合理主義 と 矛后 す る 個 々 人 の

本来的欲求 に必づ く m抗 は 、 何 の た め の 般 か

さ と い う 問題 の 他 に 、 民主主義 の 総本 で あ る
個 々 の 生 活 の 尊重 ． そ れ に 対応 す る 文化 の 多

係 性 の 肯定 ・ 硲震 と い う 現 代 的 な 問題 怠・織の

'.il 醒 を 理事 く 、 勿治、 現 実 は こ う し た き れ い ご と

と で儲け る も の で は な い の だ が ・ ・

3、 都会脱出指向 に理事む も の ．

吉野のー容 の 美 し さ を 見 て 、 都 会 人 は 「一年

こ ん な き れ い な所 に 住 め て 幸せ だ ね j と 皇 の

人 に言 っ た ． 皇 の 人 は被維 な思 い で そ れ を問



く 。 長 い 冬 の � し さ 全 知 ら な い でfnl を 日・ う か

ー と 思 い 々 が ら e

i政 近 の m 会 人 のIll i剖指 li•J 1 1  Fしそ こ の k う な

も の で あ る ． 部会 の ［必flj さ 会 l廷 に 11} て 、 』！！. に

段 付 の ーII年 ！VJ 7＞快適 ＜H と もJ民地：物 に し 上 う と

い う ー純 の 身勝 下 と い え よ う ， � H の一 年 の

ノl'.ili に 対 す る ト ー タ ル なJll!解 が そ こ に は な い 。

�1: 々 は 今 ＇＂＇ の 討論 で改 め て 、 ’1－：活総体の J�J怠

/) 11! 1i! t'E {! ii!!\ じ た 。

と こ ろ で ζ の ト ー タ ル なJll!解 こ そ 、 1 1 �際限

解 の 中 で も JU: も 大 切 な も の で あ ろ う ． ーl面的

Ii: J11!解 1.1 ぷ解 に 匂 し い の で あ る 。

,, ' }J と ｝誌の 合.Ill ！ ！： .� か ら 、 j討議 と 倫JIH の 合

Pl\ t1をへ．

上 に 述 ベ た 話 iι Jl－ 泌 す る も の は 、 }J と 山 一

て ！日際的 11\JI悩 Jこ傾め て J��� ·1：� な ，l（；組 合 従 供 し て

付 冶 に 然 が IJllわ り 、 大 主 な 友好 士 結 ん で終 わ

っ た ζ と をJill 去 に つ け IJll え て お く ．

（ 竹内 総 . W: J;( 大＇（： ) 

E セ ク シ ョ ン

一 経 済 )J の 合思t.� に 対 す る 批 判 で あ る 。 H m匂 ： I •Iii llt;i\.'I 

＊ の 郎iii と 段付＂＞：：a m を －Y-; え て い く と 、 11 本 I i 本 人 ω 外 米 文化 に 対 寸 φ 受 谷・ と m rヒ 一 戸

と 来 ア ヴ ア の自！� の，；11; 1 1� と の 1111 nmJ題に も あ て 術的側 1l1i ｛！ 中 心 と し て ー と ， j· う た凶 の J，� に 弘

I t ま り そ う な こ と が い ろ い ろ Ill て き た ． ア ジ i主 の 巳 ヒ ク シ ヨ ン で は討議がi止 め ら れ t し た 。

ア の平和 と l摘発 企 諭 ず る 前 に 、 日 本 の 中 で こ

れ ら の1111凶；解決J)'_M紛 を .fi'Hr必 要 が あ る の で X こ の 1・ttii が さ r， に 光夫ー し た も の に ん －＇＞ t.R に

は な い か ． と の配慮か ら 、 先 生 が わ －：！ J ＞ � い ろ い ろ の ス

こ の解 決 の 悲本 と た る 燃 え と し て 、 共 感 と ラ イ ド 金 持 っ て 米 て く fご さ っ た の で 弘 温 も そ

倫.fl！！ に ）,I; づ く f,-JI� l：花 を従起 し た い . （！動 き か Jt {! ）.�に し て 、 If.: 勺 に 実 の あ る J・1諭 がIll 米 た

け る 村I f・ の 立場高に 匂 つ こ と ー 共感 で あ る 。 肢 に，IJ.1, � 、 t す． し か し こ こ で は ． そ 引終 過 合

経済 f,-JIP. 1：；曜 と い う }J の 冶.flP. に 欠 落 し た も の 巡－�！�＇iす る の で は 々 く 、 そ こ か r， 感 じ た 1.§.

ー 倫 !fl! で あ る ． ;tl＼や ら 、 手L な り の維抗H Ii: .\J： 見 合 主I! べ て み た い

ど の k う 化倫.！！I! か . �1: 々 の �� す ベ 占 こ れ と 思 い ま す ．

か ら のぷ凶 で あ る ． と こ ろ で 、 .f.L‘iliの こ の テ ＿ ＿,, � 一 見 し て ＠

米 · I ；に ·1· .：・1怒.a: さ れ た r im会化 さ れ た U 本 frl感 を A必 ず る 人 が 多 々 い る 引 で 1 1 f正 い で し t

の 現 住 吉けiiJ 従 に し た ユ ー ト ヒ ア 論 j す 々 わ ち う か. ）（. ， こ れ は 、 今凶 の む ミ ナ ー の r ·- "7

f;JI. 在 の i I .if>: の 矛 j行 会 ｛也へ転嫁す る こ と な く 鮮 で あ る ｜ ア ジ ア の ・I＇·干II と l!H�J に lよ全 く l�liili

決 す る 議冶 の 展 開 こ そ 、 こ の 課題 の 大 さ な鍵 が な い の で は な い か と 思 われ る 人 も い る か も

で あ ろ う 。 知れ ま せ ん . J止 も 「 開発j と い う J策 か ら 、 そ

ー あ と が き ー こ に 文化 m1 i凶 で は な い 、 わ ゆ る 段ll)Jil\I必 と か
\UJiに 述 べ た よ う に ． セ ク シ ヨ ン の 銀 行 と 外失Ill! t自 な ど 金 先 づ 第 ー に 思 い 浮か べ る 人 が

し て は ま と ま り 金 欠 さ 、 ま た叙述 も い さ さ か い る の は 当 然 な ’I� な の か も 知 れ ま せ ん ． そ れ

例 人的 に 伝 っ た が ． 今 後 の 議 冶 の 発M � の 資 は 、 鍬 し か に 、 「 ア ジ ア の 、r<fll と IUJ 11\」 の た

と な れ ば 和 い で あ る ． め に は ． 外 交 や経済媛助手F が 必 要 ti:ll\I胞 で あ

国外＇F. 1,r；経験お 5 �れ を 含 んだ 12.f，の 〆 ン パ り 、 か っ必 要 か く べ か ら ぎ る も の で あ る か ら

ー は ． そ の経歴 i伺 か ら も . /llld1 、 鈴村、 そ し に 逃 い あ り ま せ ん ． し か し そ こ で線組 と な る
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の は 、 い か に し た ら 諸外国 と の外 交 が 円 滑 に

進 む の か 、 文経済媛助 問題 に 関 し て 言 え ば 、

い か に し た ら 、 今 あ る 諸問i置 を 解決 し て そ れ

を 有効 的 に行 な え る か と 言 う も の で あ っ て 、

そ れ は ． 解決の た め の技術的問題 に す ぎ ま せ

ん ． た し か に技術的 面 を 語 る 事 も 必 要 な 事 で

あ り ま し よ う 。 し か し 、 こ の 様 な諸 ！前週 を 是

正 す る た め に ． そ の 方 法論 の み を 論 じ て も そ

れ は 恨本的 な解決 と は な ら な い の で は な い で

し ょ う か。 何故 な ら 、 そ こ に は何 ら 人 間 と 言
う も の が考察 さ れ て い な い か ら だ と 思 う の で

す 。 外 交交渉に し ろ ‘ 経済援助 に し ろ ． そ れ
を 遂行 す る に は 、 必 ず やそ こ に ． 人間同志 の

思惑 の 面 で の 骨 肉 の絡 み合 い が演 じ ら れ る も
の と 思 い ま す 。 で は そ の絡 み合 い の 中 で 、 互

い の 利 益 と い う 事 を 頭 に 入れ た 上 で 、 外 交交

渉 や経済援助 が 円 滑 に行 な わ れ る た め に は一
体 ど う し た ら い い の で し ょ う か 。 私 が思 う に

そ れ は相 F を理解 し 、 自 分 を J!I!解 す る 併 で は
な い で し ょ う か。 つ ま り 相 五 を 理解 し 合 う 事

が最 も 軍 要 な 事 だ と 思 う の で す 。 そ の 相 圧理

解 の上 に 立 っ て 、 先 述 の い わ ゆ る 経済健助 あ

る い は 外 交 と は か く あ る べ き だ と い う 論 を 考

え れ ば ． そ れ は も っ と 速や か に解決 で き る 問

題 で あ ろ う と 思 う の で す。 そ れ で は一 体 互 い
に 理解 す る に は ど う し た ら い い の で し ょ う か 。

そ れ は先 づ相 手 を 知 る 事で あ り ま し よ う ． 言

い換 れ ば 、 相手国 の 文化 を 知 る 事 で あ り ま し

ょ う 。 と 言 う の は 、 人 聞 の思 考 様式 、 行 動 様

式 あ る い は生 活 様式 を 規定 す る も の は い わ ゆ

な る で し ょ う か。 当 然彼 ら は 、 日 本 人 に 対 し

て拒絶反応 を 示 す に 違 い な く 、 又 、 日 本 人 は

我 々 を 侮辱 し た と 言 っ て 僧悪 の 目 で 見 始 め る
に 違 い あ り ま せ ん 。 そ ん な状態 の 中 で 、 外 交
交渉等 が う ま く い か な い の は も ち ろ ん の 事 で 、

そ し て そ れ と 関連 し た 、 経務援助 等 の諸 問題

が解決 で き な い の は 当 然 な こ と で は な い で し

ょ う か 。

「 己 を 知 り 敵 を 知 ら ば 百 戦 危 う か ら ずj の 諺

が あ る 事 か ら も 、 い か に 相 互 を理解 す る 事 が
市 要 で あ る か が ご 理解 い た だ け る と 思 い ま す．

い ま ま で述 べ て 来 た事 は 全 て 常 識で あ る と

い わ れ る か も 知 れ ま せ ん 。 あ る 意 味 で は 当 っ

て い る で し ょ う 。 し か し 、 そ れ を 学 ぶ 事 を 私

遣 は何 と お こ た っ て 来 た 事 か 。 タ イ の 日 本 商

品 に 対 す る 不買 運動 な ど は 、 相 手国 の 立場 や

相 手国 の身 に な っ て 考 え る と 言 う 事 を し な い

日 本 人 の 一方的 な 外 交交渉、 経済 援助 の・一 つ

の 幣 存 の 現 われ で は な い で し ょ う か。

ア ジ ア と 言 う 地域 は 古代 か ら 日 本 と は 関連
の 深 い所 で 、 そ の 与 え た 影響 も 甚大 で従 っ て

額 似性 も 多 方 面 に 渡 っ て 見受 け ら れ ま す 。 だ

か ら 相 瓦 に 努力 し さ え すれ ば ． も っ と も っ と

理 解 し 合 え る は ず な の で す 。

お こ た る 者 こ そ 破 滅 す る 。 私 は 今 回 の セ ミ
ナ ー を 通 し て こ ん な 事 を 学 ん だ様 な気 が す る
の で す が 。

（ 畑沢 和 夫 ・ 早稲 田 大学 ）

る 伝統 、 歴 史 、 慣習 で あ り 、 そ し て そ れ ら は 以上 が 各 セ ク シ ヨ ン か ら の 報告 で あ る 。 こ
全 て 文化 と 言 う も の に 包含 さ れ て し ま う か ら の他 に 、 全 体討議 の 席上 、 ま ず留学生 か ら は

な の で す 。 第一 に 、 一 国 の文 明 を 形成 す る に は 、 物 質 文

相 互 の 文化 を 認識 し 合 え ば 、 そ こ に 、 当 然 明 ば か り で な く 精神 文 明 も そ れ以上 に 大切 で

犯 し て は な ら な い や プ ー と 言 う も の を 発 見 す あ る 。 し か し 、 戦後 日 本 の 現状 を 見 る と 精神

る に 違 い あ り ま せ ん 。 私達は諸外国 人 と 付 き 文 明 の 面 で は非常 に 欠 け て い る も の が 見 ら れ
合 う 際 、 こ の タ ブ ー と 言 う 問 題 を も っ と も つ る 。
と 考臓 に 入れ る べ き 必 要 が あ る の で は な い で 第 二 に 、 戦後 日 本 は ア メ リ カ 中心 の 外 交 を

し ょ う か。 た と へ ば 、 牛 を神 聖 な も の と し て 進 め て き た が 、 ア ジ ア の新 し い 国 際 関 係 と い

特別大切 に す る ヒ ン ド ウ ー教徒 を 自 の 前 に し う 問題 に つ い て 日 本 が発 言 す る に は 、 ア ジ ア
て 公 然 と 日 本 人 が 、 牛 を 食 べ た と し た ら ど う の 一員 と し て の 自 主独 立的 な 日 本外 交 を 確立
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す る こ と が前提 条件 で あ る と 考 え る 。
第三 に 、 日 本 は 、 ア メ リ カ な ど 経済的先進

諸 国に 対 し ては 劣等意識 を 、 そ し てア ジ ア な
ど 開発 途上 国に は優越感 を 持つ と い う 日 本 人
の傾向 は 参加 し た日 本 入学生 も 認 め てい る が 、
こ の よ う な 考 え 方 は 直 ぐ に 改 め る 必要 が あ る 。

第四 に ． 日 本 と ア ジ ア諸 国と の 関係 を 考 え
る 場合 。 支配 ・ 被支配、 あ る い は植 民地主義
な ど歴史的事実 の 問題 が あ る が、 こ れ は、 我
々 若 い世 代 で は あ ま り 障害 で は な い。 そ れ は
過 去 の こ と で あ り 、 問題 な の は現在 と 未来 に
つ い てで あ る 。

最後 に 、 日 本人 と ア ジ ア 諸 国と の 問 で 、 文
化 や技術面 な ど で相 互理解が 必要 で あ る が、
こ の 国際学生 セ ミ ナ ー は 、 現 実的 な着 実 な 相
互理解 の 場 で あ る 、 な ど の意 見や感想 が述 べ
ら れ た。 次い で 日 本 人学生 か ら は

第一 に ． 日 本 の首相 が ア ジ ア に 「行 き たく
な い の か 、 あ る い は 行け な い の かJ と い う の
で は な く 、 こ れ は あ る 意味 で は 、 関心が薄い
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と い う 日 本 の世論 、 あ る い は 一般 市 民 の 支持
の あ る 種 の 反映 で は な い か。

第二 に 、 先 年 の 日 中 因 究回復 を 見 て も 、 そ
れ は 、 本 当 の理解 に 基 く も の で は な く 、 心情
的 ア ジ ア 主義 に端 を 発 し た行 動 で は な か っ た
か 。

第三 に 、 今 の 政府の行 な っ てい る 擾助 を 良
い 方 向 に 持 ってい く と い う の は 当然 と し ても 、
ア ジ ア に 進出 し てい る 民間資 本 に つ い て政府
が全 く 干渉 し な い と い う の で は、 今 、 ア ジ ア
諸 国が感 じ てい る 経済的侵略 と い う 感覚 は い
つ ま で も こ れ ら の国 に残 る で あ ろ う 。

第四 に 、 ア ジ ア 諸 国と の 相 互連 帯 を 基盤 と
し た世界平 和の 達成の ため に は 、 例 え ば 日 本
と ア ジ ア 諸 国と の生活水準 の格 差 な ど に つ い
ても 、 単 に ア ジ ア 諸 国の生活水準 を 引 上 げ る
と い う の で は な く 、 日 本人 の 豊か さ の 評価 を
変え る な ど 、 我々 の価値観 を 根本的 に転換す

る こ と が 必要 で あ る 。
な ど の 考 え が提示 さ れ た。



感 想

第 5 四 国際学生 セ ミ ナ ーの課題と成果

第 3 [1叫国際q:1ヒセ ミ ナ ー 運 営 委 u 長
来 舟 太 郎部 凶 宇品 大 学 教 綬

八主子のI王でImかれるl司際学生 セ ミ ナ ー は 二度参加 し た こ と であ った勾 た ま た ま こ のセ

は や く も 竺！函l を数 え る こ と に な った． そ し て ク シ ヨ ン に は外1-"I人情学生が欠 い て い た ． し

そ の セ ミ ナ ー を終 って強 く 感 じ た こ と は、 限l か し 、 ’民主将nは 、 外同 人街学生 と の交流に

係者の点黄1J ti:.N滋 に よ っ て き め ら れた 「ア ジ は期IUJ中 の あ ら ゆ る機 会 を 利 用 する こ と がで

ア の平和 と IJH発」 と い う I:題がな�とす る も の き る と し 、 こ のテ ー マ に ついて十分な検討を

泊旬 、かに大切な も ので あ る か と い う こ と であ す る こ と が長い般でみてセ ミ ナー参加の怠義

った． ま た 、 それか多 く の学生J居住に と って を 尚 め る も の で あ る と い う 共通の認織Jこ た つ

も 、 ffiiJltlこ は 克服 で き な い け れ ど も 、 セ ミ ナ て 、 指導者 な さ 演習 を極めて高い レ ベ ，レ で 自

- tr終 っ て み る と L 、 かに娘い関心 合 引 き つ け 治的に運営 し て い っ た の で あ った． 払 は 多 く

る テ ー マ で あ る か と い う こ と で あ った ． の必大学のセ ミ ナー や 、 大学！日］セ ミ ナ ーに参

今回のセ ミ ナ ーで はよti泊 のl1ilJ組 と し て 、 「H IJll す る 機 会 を 1！｝て来たが、 こ の セ ク シ ヨ ン演

本 を 考 え るJ と い う テ ー マ が選ばれた． そ し 習 に お け る学生指;gの熱窓 と比較す べ き 例 を

て政治、 外 交、 経済 、 社会 、 文化 に 関 す る 江 あ げ る こ と がで き ない． 他のセ ク シ ヨ ン の指

つ のセ ク シ ヨ ンが聞かれた． 今ju]i立述営�Lt i持教授や巡れ委民権氏 も 、 今回の参加者の強

と し て参加l し た が ． 清一回以来の参加学生活 ぃ学IUJ的関心 と 熱 意 を 尚 く 評価 さ れ て いた．

,/lの熱心な対浴 と 111111'111解の苦手）JI；）； 、 こ のセ こ の こ と は向際学生 セ ミ ナ ー が清実にそのよ

ミ ナ ー で も いかんな く 発狗i さ れ、 セ ミ ナー の き伝統 を形成 し つ つ あ る も の と 考 え て よ いで

ぷ絡がk り 高 め られ た こ と に強い感銘 を う け あ ろ う ．

た。 弘に と って 協矧j の感銘は、 御ffll合で参加1 し か し な が ら 、 こ のセ ミ ナ ーが将来 よ り 発

が遅れ ら れ た米llJ先生 に 代 っ て 、 n 本 の m，打 岐 し て い く ために指衡 さ れ る べ き ltll留は あ り ．

と 段村 を テ ー マ と す る Dセ ク シ ヨ ン の演刊に イ在日1hjifil営に あ た る 人 と 学生諸君の課題は主主さ
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れ た 。 例 えば、 セ ミ ナー の期間に つ い て 、 ニ
泊三 日 と い う の は短 かす ぎ る の で は な い か と
い う 問題があ っ た。 これはセ ク シ ヨ ン演習 を
指導 し て い た だ く 先生 を テ ーマ に即 し て で き
る だけ 広い範囲 か ら お願い す る た め と か、 参
加者 の都合な ど を考 え て の こ と で あ っ たが、
毎回二泊三 日 と い う こ と で は な く て、 テ ー マ
に応 じ て個別的に考 え る べ き こ と で あ ろ う 。
さ ら にセ ク シ ヨ ン演習の テ ーマ が平均的テー
マ が多す ぎ る ので は な いか、 あ る い は 「 日 本
を考え る J に あ た って 自 衛隊 と か 公害 と か も
っ と 具体的 なテ ー マ の方がよ い の で は ないか
と い う こ と が あ る 。 「ア ジ ア の平 和と 開発J
と い う こ と は、 ア ジ ア の こ と を考 え る と い う
だけではな し 世界 の中 の ア ジ ア の地位 を考え
る こ と で も あ っ て 、 副題の設定に も も う 少 し
幅の 広さ を入れて い く こ と も 必要 で あ ろ う 。
し か し 、 こ のセ ミ ナ ー が聞かれ る のが 日 本で
あ れ 日 本 人学生 と 留学生 と い う 関係の中で
適切 な副題 と し て 、 二度にわ た っ て 日 本のこ
と が と り あ げ ら れ て来た。 頭 で知識と し てア
ジ ア の こ と を理解 し て い る と思 っ て も 体験 を
し て理解 し て い な ければ、 真の理解に は な ら
な い。 そ の意味では と にか く 理解の第一歩 を
ふみ出 す こ と が必要 で あ れ よ り 身近な テ ー
マ に ついて考 え る のが 双方に と っ て有益であ
る と 考え たわ け で あ る 。 セ ク シ ヨ ン演習のテ
ー マ に つい て は い ろ い ろ と 問題があ る 。 多 様
な関心 を も ち、 それ ぞれ専攻分野の違 う 学生
が、 あ ま り に も 狭い専門的課題 を こ なすこ と
が可能であ る か、 ま たそ れが意味 を も つか ど
う かが心配 さ れ る 。 同時に あ ま り に も 広けれ
ば、 時事討論に な っ て し ま っ て学問的な研究
の レベ ル を はずれて し ま い、 学生 セ ミ ナ ー と
し て の意味が失われ て し ま い は し な いか と い
う ジ レ ン マ があ る 。 こ れ も 、 こ のセ ミ ナ ーが

試行錯誤の 中 か ら よ り よ い道 を み つ け出 して
い か な ければな ら な い課題で あ る ， 貴箪な時
聞 を さ い て行われ る全体討議の運営や報告者
の報告の方法、 討議 の あ り 方の問題 も あ る。

今回 は最終 日 の全体討議 を パ ネ ル ・ デ イ ス
カ ッ シ ヨ ン方式 で行 っ た が、 私の司会の ま ず
さ も あ って各パ ネ ラ ー の報告が持時間 を大幅
に超過 し 、 フ ロ ア ー の意見の 交換が白 熱 し て
き た 止 こ ろ で時間の都合に よ っ て打ち き ら ざ
る を得 な い こ と に な った。 各演習 に お け る 多
様 な討議 を ど の よ う に紹介 し 、 全体で討議す

る か、 ま た演習 と全体討議の比較 を ど の よ う
に す る の が こ のセ ミ ナーに と って適切 で あ る
か 、 考 え な ければな ら な い こ と は多 い 。 こ の
よ う な会議技術 も 限ら れ た時間でセ ミ ナー の
意義 を高 め る た め に は軽視で き な い点 であ っ
た 。 こ の よ う な諸問題の解決に つい て は将来
は、 企画段階か ら学生諸君の参加 を得て検討
す る と い う こ と も必要で あ ろ う 。

三回のセ ミ ナー を通 じ て運営委員諸氏 の 努
力 が あ っ た に も かかわ ら ず外国 人留学生 の参
初比率が低か った こ と も指摘 さ れ よ う ． し か
し 、 こ れ は 企画、 発表、 募集の時期、 方法等
の技術的 な問題であ って、 現 在の段階では本
質的には そ れ ほ ど問題 と す る 必要は な い と思
われ る 。 それ は学生 交 流は数の問題では な く
質の問題であ り 、 熱意 と 努力 の問題 だか ら で
あ る 。 留学生 の比率 を高 め る 努力 は さ ら に進
め ら れ る べ き で あ り い ろ い ろ と 考え られて い
る 。 今回 オ ー ス ト ラ リ ア の学生 の参加 を得た
が、 こ れ は参加国 の範囲が拡が っ て行 く 一つ
の傾向 と み る こ と がで き る 。 こ の問題に つい
て は、 第一回セ ミ ナ ー の参加者が、 ア ジ ア学
生 セ ミ ナ ー を行 っ て 、 毎月一回二十数回 の研
究会 を も ち 、 「R OBAJ と い う 機関誌 を発
行 し て い る こ と 、 第二回 の参加者が、 機関紙

「伝書場」 を 中心 と し て 交流 を深 め て い る こ
と な ど 、 国際学生セ ミ ナ ー は国際学生 交 流の
根強く 幅広 い基礎 と連帯感 を作 っ て い る こ と
を考え合わ せ る こ と も 必要 で あ る 。

セ ミ ナ ー の お別れパーテ イ で司会 を つ と め
な が ら 、 学生諸君の 交歓風景 の 中 に相互理解
の芽 を見て い た私は、 それが ど の よ う に発展
し て行 く か を た の しみに し て い る 一 人である。
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セ ミ ナ ー に 参 加 し て

八王子のセ ミ ナ ーハ ウ ス を訪れたのは、 じ

つ は二度 目 で あ った。 も う 五年 も ま え に、 こ
こ で家族 社会学セ ミ ナ ー が聞かれた こ と があ
り 、 私 も それ に加 わっ ていたか ら で あ る 。 家
族研究の専 門家が一堂 に会 し たこ の研究会 も
な かな かの盛会で あ っ た。 そ の と き 、 私は簡
素な宿舎 にM教授 と 相部屋であ ったが、 快適
に眠 っ たの を おぼえ てい る 。 ただ、 会 議の最

中 にも 、 と き ど き 上空 を飛ぶ樹T機の爆音が
ひ ど く やか ま し か った こ と が 気にな っ た。
こ れ ま で の大学の ワ ク を こ え た こ の よ う な抱
設が、 緑 につ つ ま れ た環境の中 にあ る こ と が
たいへん印象的で、 それ を利用 で き る 東京周

辺 の学生 たち が、 う ら や ま し か った。 こ れが
は じ め てこ のセ ミ ナ ーハ ウ ス を肪れ たと き の
私の印象で あ った。

こ ん ど は、 国際学生セ ミ ナ ー に参加 し て、
ひ さ し ぶ り でや っ てき た。 建物そ の も のはい
さ さ か古び た感 じ で は あ る が、 それほ ど 変 わ
っ てい る と は恩 われなか った． お ど ろ い たの
は、 こ の ま え は え ん えん と緑がつづ く 多摩E
陵であ っ た周囲が、 ニ ュ ー タウ ン に変貌 し つ
つ あ る こ と だ った。 それは、 四方八方で進行
し てい る 変化 の よ う で あ った。 も っ と も 、 セ
ミ ナー ハ ウ ス の あ る丘そ の も のは、 緑 につつ
ま れで も と の ま ま で あ っ た。 昆虫採集 にで も
き たのか、 子供 たちがセ ミ ナ一室の ま わり の
林 を う ろ う ろ し てい た。 おそ ら く こ の緑は、
こ れか ら はかな り 貴 重な も の にな る のではな

いか、 と恩 われ た。 澗T機の音 も 、 こ ん ど は
心な し少 な く な っ てい る よ う に思えた。

さ て、 国際学生 セ ミ ナ ー で あ る 。 私 は金曜
日 が三 つ も講義、 演習の あ る 日 なので、 第一
日 には参加で きず、 私 の参加 し た ＂都市 と農

京都大学助教授 米 山 俊 直

村 Hのセ ク シ ヨ ン の学生た ち に、 あ ら か じ め
討論 し てお い てほ し い テ ー マ を伝 え ても ら っ
て、 実際 には土曜 日 の午後 1 時半 ご ろ にセ ミ

ナ ー ハ ウ ス に到着 し た。
ち ょ う ど 、 ゲ ス ト 講演の丸山静雄氏が講演

中 で、 学生 た ちはそれ を熱心 にき い ていた．
私はそ の う し ろ に座 っ て、 大小 の学生 た ち の
背中 を な が め な が ら 、 内心、 「 こ れか ら 2 4 
時間あ ま り を 、 こ のセ ミ ナ ー ハ ウ ス で私は ど
ん な役割 を果せばいい の だ ろ う j と 考 え てい
た。 何度 も 聞かれ てい る こ のセ ミ ナ ー につい
て、 私 は ま っ た く の門外漢 で、 セ ク シ ヨ ン リ

ー ダー と い う 私 の仕 事が、 ど ん なふ う にやれ
ばいい も の な のや ら 、 見 当 が つか な か ったか
ら で あ る ．

丸山氏の僻演の あ と 、 レ ク リ エ ー シ ヨ ンの
予定が中止 にな り 、 それぞれのセ ク シ ヨ ンが
記念写真 を と った あ と 勉強す る こ と にな っ て
い た。 天候のせい も あ る けれ ど も 、 学生 た ち
はむ し ろ 、 レ ク リエー シ ヨ ン よ り も n 勉強H
を希望 し てい た よ う で あ った．

遅刻す る 私． にか わっ て、 運営委員長の東寿
太郎教授が、 私のセ ク シ ヨ ン の学生諸君 につ
き あ っ てい て下 さ った。 そ の あ と を ひ き つい
だわけ だが、 セ ミ ナ一室 に集 っ た学生諸君は
すで にや っ てき た討論 の結果 を う ま く 整理 し
てく れ てい て、 そ こ か ら話題は展開 を は じ め

た。 い ま の学生 た ち にと っ てあ た り ま え のこ
と か も しれな いけれ ど も 、 そ こ には所属する
大学や専門 の ち がいな ど を一切 に気にかけず
自 由 に真剣 に討論 に参加 す る空 気が、 い っぱ
い あ ら われ ていた。 私た ち は き め ら れた ス ゲ
ジ ュ ー ル を す っか り はみだ し てし ま っ て、 気
がつい た と き は午 前3 時 を す ぎ ていた． 議論
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は 白 熱 し 、 じ つに た の し か った． 私 に と って
と く に印象に残 っ た の は、 話 を す る のが特定
の 人に か ぎ ら れず、 ほ と ん ど すべて の参加者
が、 討論に ま っ た く 自 発的に加わ っ て い る、
と い う こ と だ っ た。 私 に た い す る質問 も 、 お
な じ よ う に真剣 だ った． つ ま り 参加者全員が
討論 し て い る話題に強い関心 を も ち、 議論の
進 行に つい て き て い る ． こ う い う こ と を、 こ
れは も のがた っ て いた ． 身体的に は疲労し た
けれ ど も 、 こ の深 更 に お よ ん だ織論 の あ と 、
私の心はたい へん さ わやかで あ っ た。 た ま た
ま 、 私 のセ ク シ ヨ ン に は外国人学生 がいなか
ったので、 議論の は こ びが ス ムー ズだ った と
い う こ と も あ ろ う が、 私 に も よ い経験に な っ
た．

終 って か ら も 、 私 の研究室 を肪れ て く れた
学生や、 よ い手紙 を く れた学生がい る 。 き く
ど こ ろ に よ る と 、 こ の よ う なセ ミ ナ ー を契機
に し て、 以来ず っ と ま と ま って活 動し て いる
グ ルー プ も あ る と い う 。 さ も あ り なん と思 っ
た。

学閥 と い い、 研究 と い って も 、 し ょ せんは
ひ と り ひ と り の 人聞 の 自 発的 な身心のは た ら
き で あ る ． 他か ら お し つ け られた も のでは、
け っ し て よ い 成果は得 られない． 講義 の ワ ク
や専門 の ワ ク に し ば られ て い る今 日 の大学の
シ ス テ ムは、 自 発性 を ひ き だす、 エ デ ユ ー ス
の場 と し て は必ず し も よ く で き て い る と はい
え ない。 こ のセ ミ ナ ーハ ウ ス の討論の場は、
な に よ り も そ れ を与 え て い る 、 と い っ て も よ
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だ ろ う ． 今 日 の学生た ち に と っ て 、 も っ と も
必要な、 寝食 を と も に し 、 し か も その寝食 を
わすれて討論す る こ と ので き る場が、 こ こ に
は あ る 。 こ れは貴 重な場だ と 思 う 。

た だ、 も し注文 を つ け る と すれば、 期聞が
短かすぎて、 ス ゲ ジ ュ ー ，レ が つ ま り す ぎ て い
る 、 と い う こ と がい え よ う 。 討論 のなかで、
当然疑問 が百出 す る ． そ の解答 を 、 事典や統
計や さ ら に は専門的な図書 か ら さ が し てき で、
つ ぎの討論 に生 か し て ゆ く 、 と い う 作 業が必
要 な のだが、 それ を や る ヒ マ がない． これは、
下手 を す る と 肘輸がか ら ま わ り し た り 、 情報
が消化不 良の ま ま でおわ っ た り し かね ない．
先生た ち の 人格にふれ る点 で、 小数のセ ミ ナ
一方式 はたい へんいいが、 体の弱 い先生 には、
夜 を徹 し て の学生 の タ フ な研究意欲に フ ィ ジ
カ ルに耐え ら れ な い場合 も あ ろ う 。 私 も 2 5
時間あ ま り の生活の う ち 、 睡 眠 5 時間、 食 事
3 0 分職員のお 1 人か ら警告 さ れて いた こ と
だが、 （ 朝食の時間には間に あわ なか った ）
あ と の 1 9 時間あ ま り の大部分 を ムン ムン す
る学生 た ち の若い研究意欲の なかですご し た
こ と に な る 。 「一晩 だ っ た か ら いいが、 こ の
調子で何 日 も統けば、 体が も た な い0 J 

と も あれ、 こ の よ う な H場 ＂が こ れか ら も
い っ そ う 充実 し 、 よ り 多 く の意欲的な学生 た
ち の た め に準備 さ れ る こ と は、 じ つに よ ろ こ
ば し い こ と だ と 思 う ． 大学セ ミ ナ ーハ ウ ス の
一層 の発展 を期待 し たい．



感 想 文

ー オ ー ス ト ラ リ ア と 日 本の 関係は深い 一

日 本の 政治 と 日 本の学生 に つ い ての知識を
広 げよ う と，患 っ て第三回国際 セ ミ ナーに参加
す る こ と に し ま し た。 大学セ ミ ナーハ ウ ス は
非常 に広 々 と し 、 気楽な セ ミ ナ 一生活 を す る
こ と が出来た。 そ の上セ ミ ナ ー の プ ログ ラ ム
が よ く 考 え抜かれ ていた。 ほぽ成功 し た会 議
だった と 思 う 。

A セ ク シ ヨ ン の人数 は少 なか ったが肘輸 は 大
変活発 で 日 本 の 政治研究の役に立 った。 特に
日 本の 政治意識が ど う い う ふ う に変化 し たか
世論調査が正確 か ど う か、 東南ア ジ ア に対す
る 日 本人の 態度 を変化 さ せ る べ き か、 と い う
問題が起 っ て、 私 も 下手な 日 本語で出来 る 限
り 論争に加わ ったが面白 か った。
ゲ ス ト 講演者は 重大な問題点 に つい て話 し を
し た ．ス チ ユ ア ー ト さ んがのベた 日 本人 が神

経質す ぎ る と い う 給はセ ミ ナ ー全体で一番注
意すべ き こ と だと思 う 。

東京大学研究生 ア ラ ン ・ リ ッ ク ス

結局、 相互理解は単な る援助す る と い う だけ
で は な く 国民それぞれの意見の相違 を 解決す
る と い う 事で あ り 重要 だと 考 え る 。
全体肘畿 は そ ん な に役 に 立た な か っ た と忠弘
なぜか と 言 う と討 議で は な か っ たか ら だ． 報
告はすべ き だったが時聞 を か け な い で簡潔な
方 が よ か った と思 う 。
オ ー ス ト ラ リ ア 人の私自 身 の 目 で見れ ばセ ミ
ナ ー に オー ス ト ラ リ ア の 事があ ま り 出 て来な
か った の で少 し失望 し た． 両国の経済関係が
強く な る よ う だか ら意見交換はふやす方が 良
い と思 う ． オ ー ス ト ラ リ ア の将来 は ア ジ ア特
に 日 本の将来に依存す る 事にな った よ う だか
ら 日 豪聞 の理解 を深 め る に は 大学セ ミ ナ ーハ
ウ ス と 国際学生セ ミ ナ ー の役割 と 責任が 重大
だと思 う ．

最後 に セ ミ ナーは非常 に楽 し く て、 面白 い経
験があ ったのでい ろ い ろ感謝 し てい ま す．

( Aセ ク シ ヨ ン ）

一 私達 が 関 われ て い る も の 一

ア ジ ア にお け る 日 本の役割 と は何か、 真 の
援助 と は何か、 何故二 つ の中国があ っ てはい
け ない のか、 日 本の国益 と は何 を意味す る の
か、 等 々 、 さ ま ざ ま な問題が話 し合われ、 何
ー っ と し て答 え を出 す こ と も で き ず、 具体的
に今の 自 分 に で き る こ と は何か も わか ら ない
ま ま 、 焦操感に陥 っ た よ う な気が し ま す。

あのセ ミ ナ ー以後 日 々 の雑 事に追 われ、 怠

国際基督教 大学 3 年 山 口 正 子

情にふけ る 自 分ですが、 と にか く 知 ろ う と す
る 努力 だけ は続けたい と思 っ てい ま す．

い ろ い ろ な 大学の人遣や国籍の遭 う 人遣 も
集 り 、 そ の意味で意見の多様 性も あ り 有益 だ
と思い ま し た。 た だお互い に遣 う 大学 だと い
う 意識が あ る 為か、 そ の£ 〈 を超 え て、 各個

人 と し て独立 し た立場で 自 由 に話 し合 う こ と
が で き たかについ ては多ゆ疑問が残 り ま す。
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も っ と 自 分 の所属す る 立場 と か、 専 門 と かに し合われ た テ ー マ 「ア ジ ア の中 の 日 本 j と い
こ だわ ら ずに話 し合って も よ か っ たのでは介 う こ と は、 今 も私達に関われ続け て い る も の
い か と思い ま し た 。 で あ る こ と を再認識す る必要が あ る の で し ょ

マ ス ． コ ミ で報道 さ れて い る 昨今 の東南ア う ． 今の 自 分 に で き るこ と は何か も う 一度考
ジ ア の反 日 感情 も長い月 日 を経て積み重な つ え てみたい と思い ま す．
た も の で あ る こ と を考え る時、 ゼ ミ の時に話 ( B セ ク シ ヨ ン ）

一 東 南 ア ジ ア 旅 行 の 体験 を も と (IL -

閉 じ ア ジア の中 に住んでいなが ら 、 ア ジ ア
人同志、 ど の程度に 、 お互いの こ と を理解 し
て い る の であ ろ う ． 私は、 今春、 ふ と し た機
会 に よ り 、 少 々 の研修 を重ね、 東南ア ジア旅
行 を体験 し たが、 そ の膿、 現地の人 と 置に接
す る こ と の必要性 を痛 く 感 じ さ せ られた．
幸いに も 、 留学生 を混 じ え る と い う 、 こ の国
際学生セ ミ ナー の開催 を知 り 、 ア ジ ア の一員
と し て 、 相互理解の一助に な る な ら ば喜ば し
い こ と で あ ろ う と 考え 、 参加 を決め た のであ
る 。
私 の参加 し たセ ク シ ヨ ン では、 「ア ジ ア に於
け る 日 本 の経済的役割」 、 特に 、 援助問題に
関 し て 、 活発な討論が展開 さ れた。 勿論、 現
状の経済協力 の持つ様々 の矛盾 を考え る な ら
ば、 果 し て経済協力 が真に望 ま れ て い るのか、
真に人聞の豊か さ に貢献 し て い る のか、 と い
う 疑問 に直面する 。 し か し な が ら 、 実際に協

早稲 田 大学 2 年 藤 田 公 久

力 が必要 と さ れ る人 々 の存在があ る以上は、
如何な る内容 を持つ協力がベ タ ー なのか を模
索す る こ と に な ろ う 。
そ れ に し て も 、 八王子での 3 日 聞は、 討簡に
始 ま れ 討論で終 った。 僕 自 身、 経済の素人
と し て 、 ど の程度、 討論に参加で き る のか と
危 恨 し て い た ので あ る が、 嫌 々 な角度か ら 、
諸 々 の話 を聞 く こ と がで き た こ と を非常 に喜
ば し く 思 っ て い る 。 経済協力 の効果に対 し、
せ っか ち に な る な、 恕の精神 に立 ち返れ、 等
の基本的な事柄 を 、 再認識 し な ければな ら な
い現状は、 憂 う べ き も ので あ ろ う が、 そ ん な
所 を明確にす る こ と に こ そ、 こ のセ ミ ナーの
意義が見出 さ れ る 。 今後 は、 各人が与 え られ
た立場に於 いて 、 更 な る 相E理解促進 を図 る
こ と で あ ろ う ．

( c セ ク シ ヨ ン ）

一 大 き 念 問題 を背 負 う ー

一橋 大学 4 年 水 野 直 司

僕が こ のセ ミ ナ ー に応募 し た動機は こ う で 物質面では確かに豊かではあ る けれ ど も 、 そ
あ る 。 の反面、 人聞の画→ι 組織化、 管理強化が

近代社会 と い う も の は非常 に疑問 で あ る 。 進 む社会． それに比べ る と 、 前近代の世界で
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は、 貧 し い け れ ど、 人聞が人間 ら し く 自 然 と

一体 と な っ て生 き てい る の で は な い だ ろ う か。

こ う 考 え る と 、 南ア ジ ア の世界が僕の あ こ が

れ の対象 と し て浮び上 って く る 。 けれ ど も僕
は ま だ緬 ア ジ ア へ行 った こ と が な い 。 僕の頭

に あ る 南 ア ジ ア は、 甘 い ロ マ ン チ シ ズム の幻

想 か も し れ な い 。 では本 当 の と こ ろ は ど う な

ん だ ろ う 。 東南 ア ジ ア の学生 と 話 を し て 、 そ

の手掛 り を探 っ て み よ う 。 こ ん な気持か ら参

加 し た。

外国人留学生 お よ び何 ら かのかた ち で東南

ア ジ ア に かかわ った こ と の あ る 人達の話 を総

合す る と 、 僕 の あ こ がれ は、 ど う も 一方的な

＂ 片思 い ＂ で あ った ら し い。 し か も安 易 な あ

こ がれ 、 同情 は彼 ら に と って害に な り こ そ す

れ決 し て益に は な ら ない、 と の こ と で あ った

（ 少 し シ ョ ッ ク で あ っ た ） 。

こ ん な誤解は一体 ど こ か ら生 じ た の だ ろ う

か、 と 考 え る と 、 そ の根本原因 は、 「我 々 は
ア ジ ア 人 だか ら 、 同 じ ア ジ ア 人の こ と は ヨ ー

ロ ッ パ人 よ り も よ く 理解で き る 」 と い う 勝手

な考 え の上 に 、 あ ぐ ら を かい て き た こ と に あ

る よ う に思 われ る 。

で は 、 本 当 にア ジ ア を知 る ため に は ど う し

た ら よ い の だ ろ う か。 一 つ は、 町司 じ ア ジア人

の こ と は よ く 理解で き る J と い う 安易 な考え

を き っぱ り 捨て る こ と ． 今一 つは、 日 本 自身

を知 る こ と 一 日 本 の歴 史 、 文化 を知 り 、 尊直

し な け れば、 他国の文化 を真 に尊重す る態度

は生れ な い ー で あ る 。 こ の上 に ア ジ ア 研究 を

進 め た時、 ほ ん の少 し ア ジ ア がわ か る か も し
れ な い 。 こ れがセ ミ ナーで得た結論 で あ った。

未 だ去 り 難い あ こ がれ を胸 に秘 め な が ら 、 僕

は こ の大 き な問題 を背負 う つ も り で あ る 。
( D セ ク シ ヨ ン ）

一 自 国 の 理解 を 通感 一

日 本へ き て か ら ち ょ う ど半年 た っ た 。

半年 ち か く い で も あ ま り 日 本の学生 と 話 し合

う チ ャ ン ス も な く 早稲 田 大学の語学研修所 と

駒場の留学生会館 を時計のふ り こ の よ う に通

う だ け で、 H こ れ で い い のか し ら ＂ と 自 分 に
き か し て い た と こ ろ外事課のすすめ でそれに

山代課長 も 一緒 だ と い う こ と で心細 く な い だ
ろ う と よ ろ こ ん で こ の ゼ ミ に参加 す る こ と に

し た。
テ ー マ は ア ジ ア の平和 と 開発に つ い て で政治

． 経済 ・ 外交 ・ 農村 ・ 文化 に対 し て セ ク シ ヨ

ン別に分 け ら れて い た。 私はそ の 中 で ＂ 日 本

での外来文化 の受容 と 消化 H と い う E セ ク シ

ヨ ン を選 ん だ。

昔、 中東ア ジ ア 、 中 国 ． 韓国か ら 入 っ て き た
文化 を 日 本 は ど の よ う に し て 自 分 の も のに し
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早稲 田 大学研修生 朴 那 美

たか と い う こ と と こ の頃、 白 人 コ ン プ レ ッ ク
ス と い う 言葉が流れて い る よ う に ヨ ー ロ ッ パ

、 米固 な どか ら の文化 を吸収す る こ と に汲 々
と し て い る かわ い そ う な 日 本の真 のすが た を

見 た か っ たか ら で あ る 。

総 じ て こ れは 日 本語学、 文学な ど あ ら ゆ る 日

本的 な も の を勉強す る つ も り の私に は知 って
お か な ければな ら な い こ と で あ った。
H 杉山先生 と E セ ク シ ヨ ン の学生 た ち ＂
そ れ ぞれ こ の E セ ク シ ヨ ン を選 ん だ学生遣の

理由 が ま ち ま ち で あ り 、 先生 の折角 の愉快な

講義 は あ っ ち こ っ ち と ぶた め 日 本語が十分理

解で き な い の で神経 を と が ら せて き い た はず

な の に ち っ と も 頭の 中 で考 え が ま と ま ら なか

っ た 。

だ が ゼ ミ の最後 の 日 全体討議 での内藤 さ んの



発脅から Hああ ． あ のとき 聞 い た ＂とやっと 自分 の国 の こと も理 解できな い のに日本 文化
理 解でき た気がして ほっとし た． － 云 と々 する のがはず かし く なっ て 口 を閉 じて
ゼミカ 終わって から 6日目。 し まっ た 自分 を今だにはず かしく思 いな がら

今 まで 残念に思 う のは日本学 生の質問に 十分 こ の感想を書 いて見 た。
答 える こ とができな かっ た ことである 。 • ( E セ ク シ ヨ ン ）
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参加者の ア ン ケ ー ト よ り
セミナー第 2日目の 夜、 次のよう なアン ゲート 用紙を 全員に 配布し 、 翌日 （ 最終日 ）の 全体

討議終了後に回 収し た。
第 3 回国際学生セ ミ ナー ・ アンケー ト

セ ク シ ヨン ｜ 男 女 ｜ 日 本人学 生 ｜ 大学
｜ ｜ 留 学 生 ｜ 学 科

学 部
学 年

Iあな たは このセミナーにどん な期待をも って 来まし たか ． ま た、そ σ湖待は 満足さ れま したか 。
次の 全項目に ついて 、 記入例 （ 0 ）にし たが ってマ ー クして くださ い．

参加する 前の 期待の 度合 参加してみての 満足の 度合
項 目 芥

待
市
し

に 期 普通 あま
か
り 期

っ
待
たた し な

立てに 満 かなり 満 普通宣な教いた 足し た
このセ ミ ナーの 主題に つい

Aて 認識を 深める

B新し い問 題意識を 把撞する ． ． 
I 

c自分自身
の
の

糸
問題
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Eあ なたは、セミナーの 研究、 討議がうま く いっ た と思 いますか 。
次の 全項目に ついて 、 記入例 ＜ I f I >に し たがってマー クして く ださ い．

項 目

A セ クション 演習
B ゲスト 講 演
C 全 体 討 議

非常に 良 か なり 良 普通 あまり 良 く
かっ た かっ た なかっ た

． ． ． ． 
． ． 

． ． ’ 』． ． ’ 

． ’ 
． ． ． 

理 由

Eあ なたは、 このよう な国際 学生セ ミ ナーを今後も 続け たほうがよ い と思 いますか 。 もし 続
ける とす れば 、 どのようなテー マを 希望 しますか．

IVあ な たは今回のセ ミ ナーをどうして知りまし たか 。
A 友人 B先生 C学内の 掲示 D当 ハ ウ スからの 案内 Eその 他 （

V このセ ミ ナーの 時期、 期間、経費 （ 10月 12-14日、 2泊3 目、 2 000円 ）に q 、てどう思 いま すか
f 適当 である

時期 ｛ 早い 1 適当 と考える時期を 具体的に 書いて く ださ い
：雷、 l （ 月ごろ ） 
( 当 である

期間 ｛ 長い l 適当 と考える 期間を 具体的に 書いて くださ い
t 短か いJ （ 
f 適当 である

経費 l i高い l 適当 と考える経費を 具体的に 書いて くださ い
t 安 い J （ 

羽セミナ』． ハウス ホη生活 （宿舎、 食事、 入浴、 起床、 消灯、その 他 ）に ついて 判明かせくださ い
四あ なたは 大学の ゼミナー ルで当 ハ ウス を利用し たこ とがありま すか ある （ 回 ） ない
咽その 他、 ご意見n こ稽想など （ 特に 全体の プログ ラムに ついて ご意見が あれば書いて く ださ い ）

ご協力ありが とうご ざいまし た s. 4 8 . 1 0. 1 4  
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ア ン ゲ ー ト は必ず提出 す る よ う に と 注意 し た こ と も あ って か、 セ ミ ナー終 了後 に郵送 さ れた
も の も 含 め て、 回収率は 9 7 % に達 し た。

セ ミ ナー参加者数 7 4 名 日 本人学生 6 1 名 留学生 1 3 名
ア ンゲー ト回答者数 7 0 名 II 6 0 名 II 1 0 名

ア ン ゲ ー ト の結果 を 項 目 別 に要約す る と 以下 の と お り で あ る ．
参加す る前 の期待の度合

項 目

こ のセ ミ ナー の
を

主
深
題
め

にA ついて の認織 る
B新 し い問題意識を把握

：
相
各

自
主

分
Y

互
国
戸陣

理
．

自
争
身

他
解

の
大

の

を

糸

深

問

学
口
題

の
め

砂
学

の

る

田
解
ル
生

、だ
決

と
寸の

E 共同生活 を体験 す る

非常 に期待 し た
日 本人国学生

2 6 4 

2 9 2 

2 0 1 

2 6 2 

1 6 2 

普 i盈
計 日 本λ 留学生 計

3 0 3 2 5 3 7 

3 1 2 5 7 3 2 

2 1 2 8 7 3 5 

2 8 3 0 7 3 7 

1 8 3 3 7 4 0  

あま り持持 しなかった
日 本λ 留学生 計

2 1 3 

6 1 7 

1 2 2 4 

4 1 5 

1 1 1 1 2 

記入例が示 し で あ る に も かかわ ら ず、 中 聞 にO印 を つ け た も の が数枚 あ っ たが、 こ れは、 ど
ち ら カサP し で も かた よ っ て い る方に訂正 し て集計 し た （ 満足度に つ いて も 同様 ） 。 全般的に見
て、 どの項目 も 、 「普通 J の数が最大で、 わずかに B の新 し い問題意織を把握す る こ と に おい
て 、 日 本入学生のほぼ半数の も のが非常 に期待 し て い た こ と がわか る ． ま た、 日 本人学生 に く
ら べて 、 こ のセ ミ ナ ー に対する 留学生 の期待度はか な り 低い よ う に恩われ る ． 留学生 の参加者

数 の少 な い こ と と 、 こ の期待度 の低 さ と は、 あ る意味では関係が あ るJが も しれ な い。 「 E 共同
生活 を体験 す る J と い う 点 にお い て 、 日 本人学生 の期待度が低い こ と は、 生活 を共にする こ と
の意味に ついて あ ま り 考慮がは ら われ て いず、 よ い意味での社交性の欠如 を示 し て い る のでは
な い だ ろ う か． 「 C 自 分 自 身の問題の解決、 ま た は そ の糸 口 を 見出 すJ と い う こ と への期待が
A 、 B 項 目 に比較 し て少 ない こ と も あ い ま っ て 、 日 本人学生 は、 セ ミ ナーで 除ぷJ こ と に ウ エ
イ ト を お い て い る傾向が う かがわれ る 。 全項 目 に つ い て非常 に期待 し て いた学生 が 2 名 あ った
が、 大部分 は 2 、 3 の項 目 に つ いて非常に期待 し て いた。 逆に、 あ ま り 期待 し なか った方では
4 項 目 にO印 を つ け た留学生 が 1 入、 3 項 目 にO印 を つ け た 日 本人学生が 1 人 あ っ た位で、 4 0

名 も の学生は、 全項 目 に わた っ て普通 ま たはそれ以上の期待 を持 っ て 、 セ ミ ナ ー に参加 し てい
る。

厳密 に いえ ば、 セ ミ ナー終 了 の時点 で、 セ ミ ナ ー に参加 す る前 の期待度 を 問 う こ と は、 セ ミ
ナ ー参加の経験 が影響する こ と を考 え る と 、 い く 分正確性 を欠 く こ と に な る 。 今後 は、 参加申
込 み時 あ る い はセ ミ ナ ー開始時に、 期待度 を調査する方が意味が あ る と恩われ る 。

さ て、 各人の期待 は ど の程度満足 さ れた で あ ろ う か。 個 人別にみ る と 非常 なば ら つ き が あ り 、
全般に期待 し た ほ ど に満足 し な か っ た者、 あ る項 目 は非常 に期待 はずれで も 、 あ る項 目 は期待
を 上 ま わ っ た と い う 者、 ま た全般的に期待以上の ま ず ま ずの満足が得 ら れ た者 な ど 、 種 々 様々
で あ る 。 全体 を ま と め た衰 を見 る と 、 留学生の場合金項 目 に ついて期待 よ り も満足度が高 く な
っ て い る 。 日 本人の場合 も期待 はずれは少 な く 、 A B な ど の項 目 では期待 よ り も満足度が大は
ぱに上ま わ っ て い る 。 「非常 に満足 し たJ と い う 項 目 に限 っ て見た場合、 全項 目 にO印 を つけ
た も の 1 名 、 4 項 目 にO印 を つ け た者 1 名 、 2 ゲ以上のO印 を つ け た者 1 4 名 と な って い る。
全 項 目 時通 お よ びそれ以上の満足 を得た者は 4 6 名 、 6 6 % で あ る 。
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項 目

--N官時λ
8 3 ll 341 

15 1 21171 231 

4 1  0 4 11 

7 1  2 9 15 

1 11 14 

5 :!} 

3 お

4 15  

3 回

5 四

15 2 17 3 0 3 。

21 3 ?A 2 0 2 。

33 3 お 10 1 11  2 2 14 

32 5 37  5 0 5  1 O i l  

27 4国 8 0 8  1 O il 

次の質問 の満足度 と 関係が あ る か と い えば、 ほ と ん ど相関 は見 ら れ な い．
だ、 A B C 3 項 目全部非常 に よ か った と し た人が 3 名 あ ったが、 そ の う ち の 2 名 は質問 I で、
「非常 に満足 し たJ に 4 項 目 以上O を し た人 で あ った。

項

あ ま り よ く ない と 答え た者 2 名 は C セ ク シ ヨ ン で あ る が、 こ れは 2 2 名 と い う セ ク シ ヨ ン の人
数 の多 さ が原因 で あ ろ う 。 し か し C セ ク シ ヨ ン で は非常 に よ か った と す る者の数 も 7 名 あ れ
人数の多 さ に も かかわ ら ず、 充実 し た討識が者われた模様で あ る。 留学生の方がAに関 し てや
や評価が低いのは、 雷葉 の問題があ る ので は ない だ ろ う か。 わか り やすい言葉 で、 明快な意見
を述べ る よ り も 、 むつか し い雷葉 で、 議論の た め の議論 をす る と い う 場面がなか ったか ど うか、
日 本人学生は反省す る必要があ ろ う ．

ゲ ス ト 講演に ついて は、 当然 の こ と なが ら積極的 な評価が多か った。 質疑応答の時聞が も う
少 し ほ し い と か、 講演 を セ ミ ナ ー の前半で聞 いて 、 討議に そ れ を活か し たい と い う 声 も あ った

全体討議 を、 先生方の全体に対する お話 と 感 ち がい し た回答が 2 、 3 あ ったが、 それは別 と
し て こ れが あま り 評価 さ れなか ったのは、 時間の不足 と 、 セ ク シ ヨ ン の代表者遣が、 あ る も の
は セ ク シ ヨ ン の報告 を し 、 あ る者 は 自 分 の意見 を述べ る と い う 不統ーが あ っ た こ と で あろ う ．
こ れは、 事前 の打 ち あ わせ の不徹底 さ に よ る こ と も 大な の で、 運営委員 と し て大い に反省 し て
い る。 し か し ． 取 り あ げ られた問題は大変興味が あ っ た と述べて い る者がか な り あ る こ と か ら
見て も 、 う ま く すすめれば、 こ の全体討議がセ ミ ナ ー のハ イ ラ イ ト と も な り 得 る と 考 え られる。
次回セ ミ ナー で は こ の点 よ く 注意 し たい。

今後 も こ の よ う な国際セ ミ ナ ー を つ ぜ け た方が よ い と す る者は 5 1 名 （ 残 り 1 9 名 は無巨障害）
で、 今回 と 同 じ よ う なテ ー マ で よ い と す る 者 を始め、 次 の よ う なテ ー マ が あ げ ら れ て いた。 経
済問題。 外交問題。 国民性、 意識、 価値観等。 文化 の諸問題。 日 本に 関 す る諸問題。 人類の宋
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来 （ 資源、 人 口 問題等 も含む ） な ど 。
以上 は国際学生 セ ミ ナ ー 自 体の内容に関す る ア ン ゲ ー ト 回答 を ま と め た も のであ る が、 今 後

も 継続 し て行 わ れ る で あ ろ う セ ミ ナ ー に役立たせ る た め に 、 開催時期、 期間、 経費 あ る い はセ
ミ ナー ハ ウ ス での生活等 に つい て 問 う て みた。

時期、 経費 に つい て は殆ん ど の者が適当 で あ る と 答 え て い る ． 期間に ついて適 当 と 答 え た者
が半数近 く あ ったが、 ほかに 2 泊 3 日 では短か過 ぎ る と し た者がか な り あ った． 初 日 は相互に
知 り 合 う こ と に費 さ れ、 残 り の 日 数ではセ ミ ナ ー の実質的討議が満 た さ れ な い 。 学生が熱心な
余 り 話 し合い が深夜に及んでは、 実際の と こ ろ学生 も ひ っぱ り 出 さ れ る先生方 も た ま った も の
で は な いで あ ろ う 。 せ め て 3 泊 4 日 は必要 と 答 え た も のが多い。 な かに はそれ以上の期間カヰ
え ら れ なければ真のセ ミ ナ ー の効果は得 ら れな い と い う 意見 も あ った．

セ ミ ナ ーハ ウ ス での生活は、 よ い環境の なかで楽 し い生活がで き て、 大概満足 すべ き も ので
あ った と し て い る が、 例年の こ と な が ら食事 と 起床、 入浴時間の点 で も う 少 し配慮 し て欲 しい
と い う のが見受け られた。 限 ら れた予算のな かで考 えねばな ら ない こ と と 、 参加学生の個人差
に も よ る こ と な の で、 い ち がい に は い え ない と 思 う が、 朝食の内容 と 量 に つい て注文がでてい
た。 起床時聞が早す ぎ る と か、 プ ロ グ ラ ム進行の時聞が守 ら れ ない と か、 入浴時聞の延長 と か
の問題は、 集団生活 と つ ま っ た 日 程のなかで各 自 の工夫 と 自 覚が必要だ と 反省 さ せ られた。 前
日 の疲れが翌 日 に持 ち越 さ れ な い よ う 注意が肝要 で あ る 。

以上のほかに主 と し て運営上の問題 と し て次 の よ う な意見が述べ ら れ て い た。 1 ） セ ク シ ヨ
ン相互間の交流がな く て 、 他のセ ク シ ヨ ン の人 と の対話の機会が少い 0 2 ） 過去 に国際学生セ
ミ ナ ー に参加 し た入、 日 頃か ら こ のセ ミ ナ ー の テ ー マ に関心 を寄せて いた人、 初 め て問題に関

心 を も った人等 ヴ ア ラ エ テ ィ に富 ん だ参加者が共通 し た問題意識 を も て る よ う な プ ロ グラ ム編
成の工夫がで き れば、 こ のセ ミ ナ ー が更に盛 り 上 る の で は な いか0 3 ） 全体討議は各報告者 の
報告に時間 を取 り 過 ぎて 、 フ ロ ア と の討議が充分 で な か った。 事前 の打合せ を も っ と や る必要
が あ る 。 4 ） 国際セ ミ ナ ー な の で使用語に 日 本語のほかに英語 を加 え る よ う な配慮がで き ない
か0 5 ） 留学生 の数が少 なす ぎ る 。 日 本人学生 と のバ ラ ン ス を 考 え よ 0 6 ） 留学生 か ら の意見
で、 東南ア ジ ア の学識経験者 を ゲ ス ト 講演者に迎 え 、 あ る い はセ ク シ ヨ ン リ ー ダー に お い て は
ど う か0 7 ） 前 回 あ った工場見学 を希望す る こ と な ど非常 に有益な意見が寄せ ら れ て参考に し
た い と 考え て い る 。

全体 と し て は 、 こ の種 のセ ミ ナー の意義 を認め て 、 こ の 後 も 大 い に継続開催 し て欲 し い と い
う も のが大勢 を し め て い た こ と を最後 に附記す る 。

山 代 昌 希 ・ 江 尻 美穂子
運営委員 ・

宮 川 清 ・ 布 施 滞 雄
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第 3 回国際学生セ ミ ナー ・ 日 程表

WI 日 附狗 48 年 1 0 月 I 2, 1 3 ,  1 4 日

長 題 「ア ジ ア の平 和 と l別発J

一日 本 を 考 え る ー

第 1 日 一 l 2 日 （ 金 ）
16:30～ 17:30 受付開始
17:30～ 1s:oo オ リ エ ンテーシ ヨ ン （ 浴室 ）
18:00～19:00 夕 食 （ 食堂 ）
19:00～20:00 共通セ ッ シ ヨ ン I （ 講堂 ）
20:00-22:00 セクシヨン前轡 I ＜ セ ミ寸」室）
22:00～23:00 入浴、 銃床． 指辱教授打合会

（ 低 下サ ロ ン ）

第 2 日 一 l 3 日 （ 土 ）
7:00～ s:oo 起床、 宿舎内外の糊百、艇炉等
8:00～ 9:00 朝 九 学生 漆員連絡会（ 散歩

道 を一周 し て 、 プ リ ッ ヂ よ
り 食堂 へ入る ）

9:00～12:00 セクシ ヨバ畑 n ＜ セ ミサ」室）
12:00～13:00 長食
13:00～LS:OO ゲス ト携淡 ：丸山静銚先生

（ 講堂 ）15:00～ 15:30 “茶 （ 講堂 ）
記念写真綴彫 （ ょ う こ匂玄場）

15訓～ 18:00 自 由時間： WリP・シ ヨ ン

18:00～ 19:00 夕 食
19:00～20:00 似函セッ シ ヨ ン E （ 講堂 ）
20:00～22:00 セ ク シ ヨ ン演習 ill （セミ←劃
22:00～泊よ∞ 入浴、就床． 指 導教綬打合会

（ 訟 下サ ロ ン ）
第 3 日 一 l 4 R （ 円 ）

7:00～ s:oo 起床、 f齢げ桝σ精婦、 散歩等
8:00～ 9:00 @I食． 学生委員連絡会 （ 散

歩道を一周 し て 、 ブ リ ッ ヂ
よ り 食堂へ入る ）

9:00～ 1 1 :00 全体討議 （ 鰐堂 ）
1 1 :00 ～12：泌 ゲ ス ト 鰐演 ：

ジ＇;r,.(ムス・ し ・スチ：：＞.7'ー暁生
o �堂 ）

12:30～14:00 送別昼食会 （ 食堂 ） 解散

指導教授 ・ 運営委員名簿 （ 順 不問、 来 印 は 運営努凸 ）
渡 辺 昭 夫 明治大学助教授
中 紛 紛 雄 東京外国語大学助教授
広 野 良 吉 1或ft大学教授
米 山 俊 直 );( llll大学助教授
杉 山 二 郎 東 京国立東仰洋物考館古室長
東 舟 太 郎 米 tit悶鎧大学教授
山 代 日 希 来 皐稲田大学外事草寝袋
吉 川 滑 来 東京大学学生課長術佐
江 尻 美』恵子 楽 f.1！問主盛大学鱗師
布 h! �降 雄 来 早稲図傘仕閣総主事
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一一 第 5 回 国 際学生セ ミ ナ ー参加状況 一一

大学別参加者数

大 学 名
日 本人 留学生

大 学 名
日 本人 留学生

男 女 男 女 計 男 女 男 女 計
東 京 外 国 語 6 2 1 9 東 京 女 子 1 1 
東 京 3 3 6 日 本 女 子 1 1 
一 橋 1 1 2 立 教 1 1 
東京医科歯科 1 1 大 妻 女 子 1 1 
東 京 教 育 1 1 

., 京 都 1 1 （ 小 計 ） 3 0  1 7  6 1 5 4  
そ の 他
（ 小 計 ） 1 2  2 5 1 2 0 iロ� 計 4 2  1 9  1 1  2 7 4  

早 稲 回 9 1 2  学年別参加者数
上 智 5 4 1 1 0  日 本人 留学生
慶 応 7 1 8 

学 年
男 女 男 女 計

青 山 学 院 1 3 4 1 年 2 ·2 4 
c u 2 2 4 2 年 7 2 1 1 0  

明 治 学 院 2 1 3 3 年 1 3  7 2 2 2  
成 践 2 2 4 年 1 7  7 2 4  

独 協 2 2 大 学 院 3 .L ’ 4 8 
東 洋 2 2 そ の 他 4 2 6 
専 修 1 1 
中 央 1 1 ぷ口』 計 4 2  1 9  1 1  2 7 4 
東 京 経 済 1 1 

国籍別参加数
国 籍 男 女 計

日 本 4 2 1 9 6 1 
オ ー ス ト ラ リ ア 3 1 4 

韓 国 2 1 3 
ア フ ガ ニ ス タ ン 1 1 
ク メ 一 ’レ 1 1 
中 国 1 1 
フ ィ リ ピ ン 1 1 
マ レ ー シ ヤ 1 1 

南ア フ リ カ 共和国 1 1 
計 9 カ 国 5 3 2 1 7 4 
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THE 3rd INTERNATIONAL STUDENT SEMINAR 
＃抑制rtd by Int町・ u川町四ity Semi同r H凶器. Ii記．

Time: Octobtt 12 ・ 14, 1973 
Pia但 Z fot町・ Uninr叫y Semi回r H刷出， Hachi。jl, Tokyo 
Partidp:uita : 60 college, university or llflld阻te sci剛1 刷d叩ts

- P�ce And Development In Aaia -

GIVING A THOUGHT TO JAPAN 
As Chi抽 h回 P悶cti国lly returntd to inttrnatlonal 宜x:iety and the Vietnam War is 出pteted 畑 町store p国c:e, Asia is taking 白e next 

step toward nn cm of 田lid peace and well ・ bola田td development. Jap:in， 割 削 Asian nation, is expteted lo do much towar也 Asian’s
po Ii ti白I， 居間。mic and cultural development. 勘岨 Jap:in have 叫fficient ability nnd will power t。 也ke a p:irt of thi1 回目tribullon?
J11p:in bas b田n modeled upon polit泊I and ee町田mic sy司ems 。f the W国主 in Its modemi皿lion pr世田ses, 11nd hu made every effort t。
adopt W1国tern culture and dvili田tioo. . 

With the 問。tto ℃atch up with the W剖 and 。utdo it !", Japan has taken as its fir剖 go:tl to Ilda戸 it島If to the 劃x:ieti帽 。t Western 
advanced nations. Hσwever, a Western culture and civilization has not 恥m qui陪 realiied due to the peculiar 富田iaJ It問ctU".:,.
develo開d in th� 田町醍 of its history. Consequently its culture h担 問叫lied only in 陪tardiniz the r回1 internationali田lion 。f Japan.四
Monovcr, having 恥開 busy building up 卯litical and cultural uttinllll accordiniz to a W時tern style, Japan, though it Is ・it出tcd in 
Asia, has a叫 除制 able t。 ndd mucb to Asian p曲目 and development. Asia, in its new ciicum且町時国， n田也 p。liti四I， 田宮前回le
臨蹴町田， mut回l cm開前回 and positive cultural exchangι If Japan 泊 to play 冊目e Im ”IUJlt role In achieving th僧 ぬ，jcctiv回．
there is a S佐官、z requi岡田佃t f。e it to n咽nsidcr its whole attitude of the 戸st.

In 。•Ur International Stu“nt Seminar 曲 far, Jap曲目。 and foreign p:irt記！pants have produ目d a number of work• worth 
mentioning on the 副bject 。f Peace and Development in Asia, with ke聞 a白demic 曲nccrn and through earn回t discu担ion. It is 
hi11hly d凶red, this time again, that deep mut回I unde目landing will be a町村cd at duriftll 。町 曲II回tivc life of thnc days through 
a回d回記 岨d hu111.11n 白mmunlcation.

Gt'f.ST SPK.\KKUS "Reglo閣lism in Asia” ………......... MARUYAMA Shizuo 

”Jupane配 Cap:ibilit

島町llOS BXKRCISB 

Edit。討al 、v尚tu, A田hi Shi悶bur1 

Llai却a Rep�愈曽g‘tativc, The Asia Foundation 

A-Politi伺l SttU。n ： “＇Jap割官時 Politk:s To白y 副官d Public Opinion" 
…·WATANABE Akio, Meiji University, Toky。

Roi時d changca In the international environment for the past uver.il y同四 have resulted in a remarkable ir町困問 in Japon's 
impo此a回:e in w町Id poli“国． It Is now aim個t im仰担ible to talk of the future of the world and in p:irticular that of Asia witbout 
making a scriou・ 11tt.,mpt of analyzing Ja興nese politi品 Htr politi田l fut町e wilt be determined by a variety d 白mpliCllted fact町民
。情 。f the 田蝿Z im戸市nt among them being treDC!s in Jap:ir官官 抑制ic 句inion. The 出町ci担 in this 討伐ion ia designed t。 disc•出
nri凪眉 problems 。f t刷!ay's Jap:an帽e ”lit回 from this 戸nicular ”int of view. In addition to ぬe 勾時cified tcxtlx珂k， 似国e wbo 
arc not very famll!ar witb the Jap:inc鵠 ”liti国I sy剖e回 may find Frank Langd。n' s Po/ilia In Japan (The Little, Brown Seri田 in
Corn開問tive Politi団， 1お7） 包脂ful.
I-In陪rnational Relatiollll B町tlon : "New lritcrnational Rclalions in Asia and Japan's Diplomacy” 

………NAKAJIMA Min回， Tokyo University of Foreign Stud！凹， Toky。
Sir世 ti暗 drastic changes in International nlations cat鵬d by the US. Chin白e rapprochement, the r岨It副加 。f Peking'• scat in 

the United N副Ions. the r田!oration of Chi前世・ Jap:i間se relations， 血d the 田a蝿 ・ fi問 in Vietnam, what kinds of unr開。lvcd i且U国血d
problems arc there in Asia? 目。w arc changes in China' s internal politi担 割d ex ten閣l 開lici回 and the SI悶・ s。，yjet 白nfrontation
nflcctcd in the new situation of Asia? Looking the various regional c!iar11cteristics of Asia, we have to consider the role of Japan 
and bl!r new diplomatic g岨Is in the present multipolarized world. 
C-ll師岡田ic See“on ： ”＇Japan in 11 Changing Asia and World in thC! 70s-Her E田nomic R。le"

…... fflRONO Ry。脳出i, �ikei Uuiveraity, T•。kyo
In 。rdcr to promote .con。mic growth, and expand nports and maintain full cmploym�nt 副 well, ]a開a has utilized f町 。ver a 

q回rter・ 目11tury all physi国l, t民hnol。gical and manpow•r r'1回U阿国 nnd as woll 国 民x:ial institutions not 阻ly 。f her 。wn co回try
but al田 tho担 。f other lands in Asia, North America and thC! world. Whether she like， 町 田国， Japan h81 now k曲mc the world's 
third largest 属加。m!c power in terms of GNP size. In the 70・a and fO’s she will no longrr be allowed to haYe the luxury of 
remaining 。n the intcrnati四al scene 畠 開国ive nnd 踊 low · II回開d 坦 ぬc h掴 除佃 over the last two 必cad田 町 馳 J11pon is now 
incn坦in11IY expected to がay a more positive role 白掴田町制国te with 山e 問。nomic power she h踊 air国dy r四liud 田d wi白 h"r
pot叩tial, in 。rder to provide 11 �叩rcr peace and more rapid development in Asia and the entire 官。rid. The big question bd園、e
凶 i• this : will Ja伊n rC!ally m開nd to this historic 回II?
D-S凹IDI Section: ・・The Rural . Urban Dichotomy in Japan" 

….... YONEYAMA Toshinao, Kyoto Univtrsity, Kyoto 
A key to undc四landing Japan眉e 副iety 明hich is moving 旬咽rd tho "p田t ・ industrial age” is the interpretation of 白e

migration of people from ぬe countr.)'Sidc to urban 白ate同. We will deal with the interrelations betw目a dti回 and the 曲untrysidc

問pre阻1tcd by over官。wded uroon cenle四 and "mpty rural 白mmunities. We will 甘y to 四国関re similar trends in 。llM!r parts of 也e
world and 加 bring in i盟u目 。t North · South relations and of re曲U町田． It 泊 E田肘d tbat this 田ctぬn will er回tc a b3sis toward 
undcrstandin11 J:ipan in order for us to think about peace and development in Asia. 

I-Cultural S«tlon : ”The Acc•ptance and Auimil:ition of Fo問ign Cult町帽by the Japaneac-From the Point of View of Fine Arts" 
…SUGIYAMA Jiro, De隣同mcnt of Orien凶 Art and A町haeology, Tokyo National Museum 

The Japanc曽 islands a開 located to ti官 �:istemm国E p:irt of the Eurasian Continent， 剖d are 副町山口dcd by the 町田n. We 
Japan個e M刊 11Jways 恥伺 influ�nccd by 甜ch E伺iirapbi白l and climatic f.atures tbrouth fo�ign R。pl帽 旬ming from the W回t
h但U皿 Jap:ine齢 cult町e and civili坦tion is an assimilati。n,of Chin田c, Indian, W•白t ・ Asian, and European elements, if we w皐nt 旬
unde同組nd tho 白蛇nc:c 。f Jo戸nc世 間lture, we must study and investigate 白ntacts betw問n Jap:ine揖 end foreign R。pies. Color · 
a lid目 。f Fine-Arts Items illustrating this theme will alao be used. 

SE�llSAR LEADERS HIGASHI Jutaro. Tsuda Collc11c (Semi皿r Director) 
YAMASHIRO M田aki, International Liai釦n Office, Waseda University 
MIYAGAWA K竹田!ti. Stud�nt Affai同 Office, Tokyo Uni町四ity
EJIRI Mlboko, T1・uda Colleg� 
HIRAKI N。r!ko, Rlkky。 Univc問ity
FUSE Namio, Wa曽da ff国hien
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